
神於山から流れる川を
せき止めてため池に

上／年間を通し
て100種以上も
の鳥類が訪れる
右／久米田池西
堤の桜並木。多
くの市民が花見
を楽しむ

行基菩薩の像を祭る久米田寺の
「開山堂（行基堂）」

工事中の飲み水や洗い水に使用されたとさ
れる井戸「行基渕」の跡

写真は久米田池全景。45.6ヘクタール
の水面面積は池として府内最大。
貯水量は157万t、周囲は2650mある

古くから神体山として崇拝されていた神
於山から流れる轟川（春木川）の水をせ
き止め、堤防を築いて水を集めたのが
久米田池工事のはじまりです。現在の
久米田池の底には、かつて川が流れて
いた痕跡が確認されています。

　現在の久米田池は、農業用水源としてはもちろん、養魚
池として利用されていたこともあり、数々の渡り鳥が飛来す
る「鳥の国際空港」としても認知されています。また、大阪
府の「オアシス整備事業」により歩道やデッキが設けられ、
市民がジョギングをしたり、畔のベンチでくつろいだりする
光景も見られるようになりました。久米田池土地改良区は、

「久米田池をまもる会」や「久米田池都市農村交流推進協議
会」とともに清掃活動やイベントを実施するなど、今や多彩な
顔を持つ岸和田のオアシスを守り続ける活動をしています。
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機械などはもちろんない時代。行基の開削指導によっ
て進められた灌漑築造は、鍬（すき）や鋤（くわ）での手
掘り作業による大変なものだった

上／久米田池にま
つわる歴史的資料
を展示する久米田
池交流資料館
右／久米田池交
流資料館では「世
界かんがい施設
遺産」の盾も展示
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和泉葛城山頂上には「和泉葛城
山ブナ林」が広がっている。標
高が低く温暖な地域に生育して
いる貴重なブナ林で、大正12
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台
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羽柴軍
岸和田城

近木川

根来寺

河内国和泉国

紀伊国

雑賀・根来衆

春木川を背に戦う畠山軍に対し、前線へ兵を送り続ける実休。
しかし、攻撃部隊と本陣との間に距離が空き、本陣はわずか
100騎の馬廻衆と実休を残すのみに。根来衆の奇襲を受け、
馬廻衆は全滅し、実休も討ち取られました。

古墳を陣に三好実休が奮戦！
岸和田氏、八木城にて幕府の軍を迎え撃つ

【和泉国・河内国の争乱】
岸和田氏、南朝方に軍忠状を提出
三好実休が畠山高政軍との戦いにて戦死

【久米田の戦い】
羽柴秀吉、中村一氏を岸和田城城主に
雑賀・根来衆と岸和田城の
中村一氏が戦う【岸和田合戦】
羽柴秀吉、岸和田城に入り、 
根来寺を攻め壊滅させる
羽柴秀吉の叔父・小出秀政が
岸和田城城主に
小出秀政、岸和田城天守造営にとりかかる
岸和田城天守落成
小出秀政没。長子の吉政が岸和田城城主に
小出吉政没。長子の吉英が岸和田城城主に
大坂冬の陣。小出吉英、徳川方として出陣
大坂夏の陣。小出吉英、弟の吉親が
岸和田城を守る

延元1・建武3年（1336）9月

延元2・建武4年（1337）この年

永禄5年 （1562） 3月
　

天正11年 （1583） 4月 
天正12年 （1584） 3月
　

天正13年 （1585） 3月

  7月

文禄4年 （1595） この年

慶長2年 （1597） この年

慶長9年 （1604） 3月

慶長18年 （1613） 3月

慶長19年 （1614） 10月

慶長20年 （1615） 4月

岸和田にまつわる合戦の歴史

ね  ごろうままわり

アタリ

蛸地蔵の伝承
だけでなく歴史的
背景もわかる
貴重な絵巻です

たこ    じ    ぞう    えん    ぎ     え    まき

ひ   

ぶ
た

南海蛸地蔵駅のステンドグラスは絵巻の
ワンシーンをモチーフにしたもの

蛸地蔵を祭っている天性寺。地蔵堂と
して日本最大級の大きさを誇る

南
北
朝
争
乱
の
軍
忠
状
に
見
ら
れ
る

岸
和
田
氏
の
活
躍
の
記
録

　時は
戦
国
時
代
。
畿
内
の
大
半
を
お
さ
え
室

町
幕
府
の
実
権
を
握
り
、
天
下
人
の
目
前
ま
で

迫
っ
て
い
た
三
好
長
慶
、
そ
し
て
三
好
実
休
、
安

宅
冬
康
、
十
河
一
存
の
三
好
4
兄
弟
。
し
か
し

そ
の
絶
頂
期
は
、
長
く
は
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　永禄
4
年（
1
5
6
1
）4
月
、
岸
和
田
城
の

城
主
だ
っ
た
十
河
一
存
が
急
死
し
ま
す
。
こ
の
こ

と
で
和
泉
の
支
配
が
ゆ
る
み
、
敵
対
し
て
い
た
河

内
の
畠
山
高
政
、
近
江
の
六
角
義
賢
ら
が
挙
兵
。

三
好
長
慶
は
三
好
実
休
ら
を
援
軍
と
し
て
岸
和

田
城
に
向
か
わ
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
岸
和
田

城
は
す
で
に
畠
山
軍
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
た
た
め
、

実
休
は
久
米
田
池
そ
ば
の
貝
吹
山
古
墳
に
本
陣

を
置
き
ま
す
。
数
カ
月
に
わ
た
り
周
辺
で
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
永
禄
5
年（
1
5
6
2
）の

3
月
に
起
き
た
の
が
、
決
着
と
な
る「
久
米
田
の

戦
い
」で
し
た
。
攻
防
の
末
、
手
薄
に
な
っ
た
実

休
軍
の
本
陣
を
畠
山
軍
が
攻
め
、
実
休
は
戦
死
。

総
崩
れ
と
な
っ
た
実
休
軍
は
堺
へ
撤
退
し
、
そ

の
ま
ま
一
族
の
出
身
地
で
あ
る
阿
波
へ
帰
国
し

ま
す
。
の
ち
に
三
好
家
は
衰
退
し
、
信
長
・
秀

吉
の
時
代
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
岸
和
田
で
の
合

戦
は
そ
の
後
の
日
本
の
歴
史
に
大
き
く
関
わ
る

で
き
ご
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　14
世
紀
、
朝
廷
が
南
朝
と
北
朝
に
分
か
れ
て
対
立
し
、

半
世
紀
に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
南
北
朝
争
乱
。
そ

の
初
期
の
戦
い
の
中
に
、「
岸
和
田
」と
い
う
名
の
一
族
の
存

在
が
あ
り
ま
し
た
。
岸
和
田
治
氏
、
定
智
、
快
智
と
い
う

岸
和
田
地
域
を
支
配
し
て
い
た
一
族
で
、
楠
木
正
成
の
指

揮
下
で
戦
っ
た
湊
川
の
戦
い
な
ど
各
地
の
合
戦
で
活
躍
し

た
記
録
が
、
軍
忠
状
と
い
う
戦
場
で
の
で
き
ご
と
や
自
ら

の
手
柄
を
報
告
し
た
古
文
書
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　岸和
田
軍
忠
状
は
計
6
通
が
現
存
し
て
お
り
、「
岸

和
田
」の
名
が
確
認
で
き
る
最
古
の
歴
史
資
料
と
し
て
大

変
貴
重
な
も
の
で
す
。
岸
和
田
市
内
で
の
で
き
ご
と
と
し

て
は
、
治
氏
が
八
木
城
に
籠
城
し
て
幕
府
軍
と
戦
っ
て
い

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
好
一
族
が
登
場
す
る

久
米
田
池
周
辺
の
戦
い

岸和田を巡る
武将たちの攻防

岸和田合戦後、近江
国水口城、駿河国駿
府城の城主となる

天性寺では、約10mある蛸地蔵縁起絵巻のレプリカを用いて
物語を紹介してくれる（要事前問合せ）

三好実休戦没碑。額（小松里）
町の住宅街にひっそりと佇む

「三好実休画像」妙国寺（堺市）蔵　
茶道を学び、寺を創建するなど
文化への造詣も深かった

現在の貝吹山古墳。貝吹山の名前が付いたのは、
戦の最中ここでほら貝が吹き鳴らされたという伝承による

久米田の戦いの戦況を記録する『足利季世紀』には、
実休が鉄砲により殺されたと記されているが、死因は定かではない

　天正
5
年（
1
5
7
7
）、
織
田
信
長
に
よ

る
紀
州
雑
賀
攻
め
を
皮
切
り
に
、
本
格
的
な
紀

州
攻
め
が
始
ま
り
ま
す
。
岸
和
田
城
は
対
紀
州

の
要
所
に
あ
り
、
信
長
は
羽
柴
秀
吉
の
家
臣
・

中
村
一
氏
を
岸
和
田
城
の
城
代
と
し
て
置
き
、

雑
賀
・
根
来
の
兵
と
対
峙
し
て
い
ま
し
た
。
本

能
寺
の
変
で
信
長
が
倒
れ
、
紀
州
攻
め
を
引
き

継
い
だ
秀
吉
は
、
天
正
11
年（
1
5
8
3
）に
一

氏
を
岸
和
田
城
主
に
格
上
げ
し
、
改
め
て
最
前

線
で
の
和
泉
防
衛
を
任
せ
ま
す
。
紀
州
勢
と
の

攻
防
は
徐
々
に
激
化
し
て
い
き
、
天
正
12
年

（
1
5
8
4
）、
小
牧
・
長
久
手
の
合
戦
に
出

陣
し
た
秀
吉
の
大
坂
不
在
を
つ
い
て
、
約
3
万

も
の
雑
賀
・
根
来
の
大
軍
が
岸
和
田
城
へ
の
攻

撃
を
開
始（
岸
和
田
合
戦
）。
城
を
守
る
の
は

地
元
の
武
士
を
集
め
た
わ
ず
か
8
0
0
0
の
兵

で
し
た
が
、
一
氏
は
岸
和
田
城
を
見
事
守
り
切

り
ま
し
た
。（
※
兵
の
数
は
諸
説
あ
り
）

　翌年
、
小
牧
・
長
久
手
の
合
戦
の
休
戦
・
講

和
の
の
ち
、
秀
吉
の
本
隊
が
岸
和
田
城
に
入

城
。
約
10
万
も
の
兵
で
紀
伊
国
へ
の
攻
撃
を
開

始
し
ま
す
。
雑
賀
・
根
来
の
城
を
次
々
と
攻

略
し
、
根
来
寺
を
制
圧
。
さ
ら
に
軍
を
進
め
た

秀
吉
は
、
紀
州
勢
が
籠
城
す
る
太
田
城
を
水
攻

め
で
落
と
し
、

紀
南
の
攻
略
も

進
め
、
つ
い
に

紀
州
攻
め
を

成
し
遂
げ
ま

し
た
。

岸
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田
合
戦
で
火
蓋
を
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籠
城
す
る
太
田
城
を
水
攻

め
で
落
と
し
、

紀
南
の
攻
略
も

進
め
、
つ
い
に

紀
州
攻
め
を

成
し
遂
げ
ま

し
た
。

岸
和
田
合
戦
で
火
蓋
を
切
っ
た

羽
柴
秀
吉
の「
紀
州
攻
め
」

上／重要文化財に指定
されている「和田家（み
きたけ）文書」の一通

「岸和田快智軍忠状案」
左／八木城があったと
推測されている現在
の大町付近

な
が
よ
し

み  

よ
し

ろ
っ
か
く
よ
し
か
た

は
た
け
や
ま
た
か
ま
さ

じ
っ
き
ゅ
う

あ
た

ぎ

て  

う
す

ふ
ゆ
や
す

そ
ご
う  

か
ず
ま
さ

は
る
う
じ

ぐ
ん
ち
ゅ
う
じ
ょ
う

ろ
う
じ
ょ
う

ぐ
ん 

ち
ゅ
う 

じ
ょ
う

じ
ょ
う
ち

く
す
の
き
ま
さ
し
げ

か
い  

ち

「中村一氏肖像」
東京大学
資料編纂所所蔵
模写

か
ず
う
じ

さ
い
か

※

※

た
い  

じ

岸和田の

むかしいま

岸和田の

むかしいま

ヒ
ス
ト
リ
ー

わ
が
ま
ち

岸
和
田
市
の
１
０
０
年
は
、

誇
る
べ
き
歴
史
の
上
に

岸和田城が雑賀・根来衆に攻め入ら
れた時、大蛸に乗った法師と数千の
蛸が、すさまじい勢いで敵を倒し、
城を救ったという伝承があります。数
日後、その法師は堀から見つかった
傷だらけの地蔵の化身だということ
がわかり「蛸地蔵」として岸和田で大
切に祭られてきました。

岸和田合戦の伝説を描く
「蛸地蔵縁起絵巻」

岸和田城を拠点とした紀州攻め

岸和田城のすぐ南西、貝塚市の近木川に沿って
千石堀城(今城)、高井城、積善寺城といった雑
賀・根来の出城が点在し、攻防が繰り返された

と
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「岡部長泰肖像」泉光寺所蔵
大和川付け替え工事、朝鮮通信使の接待など、
重要な役割をこなした三代目

岸和田藩岡部家
歴代藩主（任期）

宣 勝（1640～1661）初  代

行 隆（1661～1686）二  代

長 泰（1686～1721）三  代

長 敬（1721～1724）四  代

長 著（1724～1756）五  代

長 住（1756～1772）六  代

長 修（1772～1776）七  代

長 備（1776～1803）八  代

長 慎（1803～1833）九  代

長 和（1833～1850）十  代

長 発（1850～1855）十一代

長 寛（1855～1868）十二代

長 職（1868～1871）十三代

寺田財閥の草分け
“寺田甚与茂”とは
　幕末の嘉永6年（1853）、岸和
田城下の有力商人・寺田家の長
男として誕生。商売を学ぶため
11歳で質屋に奉公へ。岸和田で
多様な企業経営を成功させ、大
正全国富豪番付では西
日本21位になるほどの
富豪になりました。

のぶ かつ　

ゆき  たか　

なが  やす

なが  たか

なが あきら

なが  すみ

なが  なお

なが  とも

なが  ちか

なが  より

なが  ゆき

なが  ひろ

なが  もと

　
岡
部
家
は
初

代
の
宣
勝
以
降
、

13
代
に
わ
た
っ
て

藩
主
を
務
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

江
戸
時
代
は
ど
こ

の
藩
も
財
政
難
に

苦
し
ん
で
お
り
、
岸
和
田
藩
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
二
代
・
行
隆
は
福
井
藩
に
次
い

で
全
国
で
2
番
目
に
藩
札
を
発
行
し
、
財
政
の
確

立
に
努
め
ま
し
た
。一
方
で
、岡
部
家
は
六
代
ま
で
大

坂
に
て
朝
鮮
通
信
使
接
待
役
を
担
当
。
重
要
な
役

目
な
が
ら
、
財
力
や
物
資
調
達
力
が
問
わ
れ
る
仕

事
で
、
大
坂
城
守
衛
や
普
請（
工
事
）に
か
け
て
い
た

費
用
も
膨
大
で
あ
っ
た
た
め
、
財
政
は
常
に
ひ
っ
迫

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
明
治
維
新
ま
で
の
約
2
3
0
年
間
、

元
禄
年
間
の
大
規
模
な
大
和
川
付
け
替
え
工
事
、

天
明
の
大
飢
饉
に
お
け
る
一
揆
鎮
圧
の
た
め
の

藩
兵
派
遣
、
大
塩
平
八
郎
の
乱
で
の
大
坂
城
警

備
、
さ
ら
に
幕
末
に
は
戊
辰
戦
争
へ
の
参
戦
な

ど
、
時
の
藩
主
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
で
き
ご
と

に
対
処
し
て
き
ま
し
た
。

甚与茂が頭取に就任した第五十一銀行

自泉会館に設置されている
寺田甚与茂胸像

岸和田紡績の社交
場として昭和7年
（1932）に建てられ
た自泉会館（国登録
有形文化財）。甚
与茂の記念館的建
物で、イベントホー
ルや会議場として
利用されている

紡績業、煉瓦業など
の工場エリアが拡大し
ていき、岸和田は近
代的なまちへと変貌し
ていった

堺寺田家の二代目当
主で、岸和田市長も
務めた寺田利吉の別
邸として建設された
近代和風建築の五風
荘（岸和田市指定有
形文化財）

門前町にある岡部歴代藩主の菩提
寺・泉光寺。初代藩主・宣勝が隠
居した地を寺に改めた

3
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
躍
進

岸
和
田
を
企
業
城
下
町
へ

　寺田
財
閥
は
、
甚
与
茂
の
南
寺
田
家
、
実
弟
・

元
吉
の
北
寺
田
家
、
異
父
弟
・
利
吉
の
堺
寺
田

家
の
3
家
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
岸
和
田
で

影
響
力
の
あ
る
企
業
を
設
立
し
て
い
き
ま
し
た
。

南
寺
田
家
は
岸
和
田
紡
績
の
ほ
か
、
和
泉
銀
行
、

和
泉
貯
蓄
銀
行
を
設
立
、
北
寺
田
家
は
3
家
で

唯
一
酒
造
業
を
継
続
し
な
が
ら
、
製
鋼
や
織
物

な
ど
を
扱
う
帝
国
産
業
株
式
会
社
を
運
営
、
堺

寺
田
家
も
寺
田
銀
行
と
寺
田
紡
績
な
ど
を
開
業

し
ま
す
。
多
く
の
寺
田
系
列
の
企
業
や
銀
行
が

海
岸
沿
い
や
紀
州
街
道
沿
い
に
立
ち
並
び
、
岸

和
田
は
ま
さ
に
企
業
城
下
町
の
様
相
を
呈
し
て

い
ま
し
た
。

　戦後
の
財
閥
解
体
に
よ
っ
て
、
寺
田
財
閥
は

解
消
さ
れ
ま
す
が
、
会
社
や
銀
行
と
し
て
建
て

ら
れ
た
近
代
建
築
群
は
今
で
も
旧
市
街
に
見
ら

れ
、
岸
和
田
城
周
辺
の
自
泉
会
館
や
五
風
荘
と

い
っ
た
寺
田
家
ゆ
か
り
の
建
物
と
と
も
に
、
寺
田

財
閥
の
隆
盛
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

銀
行
発
足
を
皮
切
り
に

寺
田
家
繁
栄
へ
の
足
場
を
確
立

　明治
以
降
の
岸
和
田
の
ま
ち
の
発
展
を
語
る

上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
地
方
財
閥「
寺
田
家
」で

す
。
元
々
寺
田
家
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
酒

造
業
者
で
し
た
。
近
代
国
家
と
し
て
発
展
し
よ

う
と
し
て
い
た
明
治
初
頭
の
日
本
に
お
い
て
、
寺

田
家
の
長
男
で
、
実
業
家
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
い
た
甚
与
茂
は
、
銀
行
の
必
要
性
・
将
来
性
に

注
目
し
ま
す
。
岸
和
田
に
も
銀
行
を
作
る
べ
く
、

甚
与
茂
は
25
歳
に
し
て
旧
士
族
や
有
力
者
ら

が
集
ま
る
銀
行
創
立
委
員
に
加
わ
り
、
明
治
11

年（
1
8
7
8
）に
第
五
十
一
銀
行
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
3
年
で
同
銀
行
の
頭

取
に
就
任
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
甚
与
茂
は
、
鉄
道
、
煉
瓦
、
紡
績
、

電
力
な
ど
多
く
の
企
業
経
営
に
も
参
画
し
、
各

社
の
社
長
も
歴
任
。
岸
和
田
の
経
済
発
展
に
大

き
く
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
な
か
で
も
明
治
27
年

（
1
8
9
4
）に
創
業
し
た
岸
和
田
紡
績
株
式
会

社（
⬇
P
28
）は
、
急
成
長
を
遂
げ
、
明
治
末
期

に
は
日
本
十
大
紡
績
会
社
に
数
え
ら
れ
る
ほ
ど

に
な
り
ま
し
た
。
甚
与
茂
は
一
代
に
し
て
莫
大

な
富
を
築
き
上
げ
、
寺
田
家
は
大
阪
を
代
表
す

る
地
方
財
閥
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

岸
和
田
の
産
業
を

切
り
拓
い
た
寺
田
財
閥 人

や
物
資
の
調
達
力
を
生
か
し

多
彩
な
役
目
を
果
た
し
た
岡
部
家

5万3000石の岸和田藩を
約230年にわたって統治

大
坂
の
南
の
守
り
と
し
て

武
に
長
け
た
岡
部
家
が
藩
主
に

　
大
坂
の
陣
が
終
わ
り
、
江
戸
時
代
へ
。
小
出

家
、
松
平
家
に
次
い
で
寛
永
17
年（
1
6
4
0
）

に
岸
和
田
を
治
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
岡
部
宣

勝
で
す
。
こ
の
頃
、
徳
川
政
権
が
安
定
す
る
ま

で
は
、
各
地
で
大
名
の
転
封（
配
置
替
え
）が
繰
り

返
さ
れ
て
お
り
、
宣
勝
も
美
濃
国
大
垣
、
播
磨

国
龍
野
、
摂
津
国
高
槻
を
経
て
、
岸
和
田
藩
岡

部
家
の
初
代
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
を
通
し
、
大
坂
は
幕
府
の
直
轄
領

で
あ
り
、
西
国
支
配
の
拠
点
で
し
た
。
そ
ん
な

要
所
を
守
る
と
い
う
特
別
な
任
務
を
請
け
負
っ
て

い
た
の
が
、
大
坂
城
の
南
を
守
る
岸
和
田
藩
と
、

西
を
守
る
尼
崎
藩
で
し
た
。
そ
の
重
要
な
役
目

の
一
方
を
岡
部
家
が
任
せ
ら
れ
た
理
由
に
、
岡

部
家
が
関
ヶ
原
の
戦
い
の
前
か
ら
徳
川
家
の
家
臣

で
あ
っ
た
譜
代
大
名
で
あ
る
こ
と
や
、「
岡
部
の

黒
鬼
」と
称
さ
れ
た
宣
勝
の
父
・
長
盛
か
ら
続
く

武
勇
の
家
柄
だ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
大
坂
の
軍
力
が
手
薄
に
な
る
こ
と
を

避
け
る
た
め
、
岸
和
田
藩
と
尼
崎
藩
は
参
勤
交

代
を
交
互
と
し
、
有
事
の
際
に
は
、
ど
ち
ら
か
の

藩
が
す
ぐ
に
大
坂
城
へ
軍
の
動
員
を
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
し
た
。

一説には、元禄16年（1703）に、岡部三代藩主・長泰が京都の伏
見稲荷を勧進（分霊）し、城下の人々の参拝を許した稲荷祭が岸和田
だんじり祭の原型とも。当初は領民が簡素な木箱を曳いて練り歩き、
さまざまな芸を披露したともいわれています（諸説あり）。

三代目が勧進した稲荷神の祭りが岸和田だんじり祭の起源！？
Check

左／岸城町にある岡部家の家
臣・佐々木家住宅。長屋門や土
塀が武家屋敷の面影を今に残
す（建物は非公開）

こ 

い 

で
の
ぶ

か
つ

て
ん
ぽ
うみ  

の
の
く
に
お
お
が
き

は
り
ま
の

く
に
た
つ  

の

せ
っ
つ
の
く
に
た
か
つ
き

じ
ん 

よ   

も

ぼ
う
せ
き

　岡部宣勝は、6万石で入城。さらなる外
堀を築いて周辺のまちを取り込み、城下町
を拡大。城主を息子・行隆に引き継ぐ際に、
2人の弟たちに合計7000石を分与し、以後
明治維新まで約230年続く5万3000石の
岸和田藩となりました。

ゆ
き
た
か

は
ん
さ
つ

ふ 

し
ん

だ
い  

き 
き
ん

ぼ  

し
ん

い   

ふ 

て
い

も
と
き
ち

り  

き
ち

ながやす

かん   じん

な
が
も
り

た

れ
ん
が

宣勝は岸和田藩の礎を築き、
寛文元年（1661）に64歳で
息子・行隆に藩主を引き継い
で隠居。土生村（現在の門前
町）で余生を過ごした

岸
和
田
城
南
西
に
あ
る
三
の
丸
神

社
。
寛
永
17
年（
1
6
4
0
）創
建

13
代
に
わ
た
っ
た

岡
部
藩
政

ひ  

ら

時
代

ヒ
ス
ト
リ
ー

わ
が
ま
ち

岸
和
田
市
の
１
０
０
年
は
、

誇
る
べ
き
歴
史
の
上
に

岸和田の

むかしいま

岸和田の

むかしいま
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大和川付け替え工事、朝鮮通信使の接待など、
重要な役割をこなした三代目
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なが  ひろ
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岡
部
家
は
初

代
の
宣
勝
以
降
、

13
代
に
わ
た
っ
て

藩
主
を
務
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

江
戸
時
代
は
ど
こ

の
藩
も
財
政
難
に

苦
し
ん
で
お
り
、
岸
和
田
藩
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
二
代
・
行
隆
は
福
井
藩
に
次
い

で
全
国
で
2
番
目
に
藩
札
を
発
行
し
、
財
政
の
確

立
に
努
め
ま
し
た
。一
方
で
、岡
部
家
は
六
代
ま
で
大

坂
に
て
朝
鮮
通
信
使
接
待
役
を
担
当
。
重
要
な
役

目
な
が
ら
、
財
力
や
物
資
調
達
力
が
問
わ
れ
る
仕

事
で
、
大
坂
城
守
衛
や
普
請（
工
事
）に
か
け
て
い
た

費
用
も
膨
大
で
あ
っ
た
た
め
、
財
政
は
常
に
ひ
っ
迫

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
明
治
維
新
ま
で
の
約
2
3
0
年
間
、

元
禄
年
間
の
大
規
模
な
大
和
川
付
け
替
え
工
事
、

天
明
の
大
飢
饉
に
お
け
る
一
揆
鎮
圧
の
た
め
の

藩
兵
派
遣
、
大
塩
平
八
郎
の
乱
で
の
大
坂
城
警

備
、
さ
ら
に
幕
末
に
は
戊
辰
戦
争
へ
の
参
戦
な

ど
、
時
の
藩
主
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
で
き
ご
と

に
対
処
し
て
き
ま
し
た
。

甚与茂が頭取に就任した第五十一銀行

自泉会館に設置されている
寺田甚与茂胸像

岸和田紡績の社交
場として昭和7年
（1932）に建てられ
た自泉会館（国登録
有形文化財）。甚
与茂の記念館的建
物で、イベントホー
ルや会議場として
利用されている

紡績業、煉瓦業など
の工場エリアが拡大し
ていき、岸和田は近
代的なまちへと変貌し
ていった

堺寺田家の二代目当
主で、岸和田市長も
務めた寺田利吉の別
邸として建設された
近代和風建築の五風
荘（岸和田市指定有
形文化財）

門前町にある岡部歴代藩主の菩提
寺・泉光寺。初代藩主・宣勝が隠
居した地を寺に改めた

3
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
躍
進

岸
和
田
を
企
業
城
下
町
へ

　寺田
財
閥
は
、
甚
与
茂
の
南
寺
田
家
、
実
弟
・

元
吉
の
北
寺
田
家
、
異
父
弟
・
利
吉
の
堺
寺
田

家
の
3
家
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
岸
和
田
で

影
響
力
の
あ
る
企
業
を
設
立
し
て
い
き
ま
し
た
。

南
寺
田
家
は
岸
和
田
紡
績
の
ほ
か
、
和
泉
銀
行
、

和
泉
貯
蓄
銀
行
を
設
立
、
北
寺
田
家
は
3
家
で

唯
一
酒
造
業
を
継
続
し
な
が
ら
、
製
鋼
や
織
物

な
ど
を
扱
う
帝
国
産
業
株
式
会
社
を
運
営
、
堺

寺
田
家
も
寺
田
銀
行
と
寺
田
紡
績
な
ど
を
開
業

し
ま
す
。
多
く
の
寺
田
系
列
の
企
業
や
銀
行
が

海
岸
沿
い
や
紀
州
街
道
沿
い
に
立
ち
並
び
、
岸

和
田
は
ま
さ
に
企
業
城
下
町
の
様
相
を
呈
し
て

い
ま
し
た
。

　戦後
の
財
閥
解
体
に
よ
っ
て
、
寺
田
財
閥
は

解
消
さ
れ
ま
す
が
、
会
社
や
銀
行
と
し
て
建
て

ら
れ
た
近
代
建
築
群
は
今
で
も
旧
市
街
に
見
ら

れ
、
岸
和
田
城
周
辺
の
自
泉
会
館
や
五
風
荘
と

い
っ
た
寺
田
家
ゆ
か
り
の
建
物
と
と
も
に
、
寺
田

財
閥
の
隆
盛
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

銀
行
発
足
を
皮
切
り
に

寺
田
家
繁
栄
へ
の
足
場
を
確
立

　明治
以
降
の
岸
和
田
の
ま
ち
の
発
展
を
語
る

上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
地
方
財
閥「
寺
田
家
」で

す
。
元
々
寺
田
家
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
酒

造
業
者
で
し
た
。
近
代
国
家
と
し
て
発
展
し
よ

う
と
し
て
い
た
明
治
初
頭
の
日
本
に
お
い
て
、
寺

田
家
の
長
男
で
、
実
業
家
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
た
甚
与
茂
は
、
銀
行
の
必
要
性
・
将
来
性
に

注
目
し
ま
す
。
岸
和
田
に
も
銀
行
を
作
る
べ
く
、

甚
与
茂
は
25
歳
に
し
て
旧
士
族
や
有
力
者
ら

が
集
ま
る
銀
行
創
立
委
員
に
加
わ
り
、
明
治
11

年（
1
8
7
8
）に
第
五
十
一
銀
行
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
3
年
で
同
銀
行
の
頭

取
に
就
任
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
甚
与
茂
は
、
鉄
道
、
煉
瓦
、
紡
績
、

電
力
な
ど
多
く
の
企
業
経
営
に
も
参
画
し
、
各

社
の
社
長
も
歴
任
。
岸
和
田
の
経
済
発
展
に
大

き
く
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
な
か
で
も
明
治
27
年

（
1
8
9
4
）に
創
業
し
た
岸
和
田
紡
績
株
式
会

社（
⬇
P
28
）は
、
急
成
長
を
遂
げ
、
明
治
末
期

に
は
日
本
十
大
紡
績
会
社
に
数
え
ら
れ
る
ほ
ど

に
な
り
ま
し
た
。
甚
与
茂
は
一
代
に
し
て
莫
大

な
富
を
築
き
上
げ
、
寺
田
家
は
大
阪
を
代
表
す

る
地
方
財
閥
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

岸
和
田
の
産
業
を

切
り
拓
い
た
寺
田
財
閥 人

や
物
資
の
調
達
力
を
生
か
し

多
彩
な
役
目
を
果
た
し
た
岡
部
家

5万3000石の岸和田藩を
約230年にわたって統治

大
坂
の
南
の
守
り
と
し
て

武
に
長
け
た
岡
部
家
が
藩
主
に

　
大
坂
の
陣
が
終
わ
り
、
江
戸
時
代
へ
。
小
出

家
、
松
平
家
に
次
い
で
寛
永
17
年（
1
6
4
0
）

に
岸
和
田
を
治
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
岡
部
宣

勝
で
す
。
こ
の
頃
、
徳
川
政
権
が
安
定
す
る
ま

で
は
、
各
地
で
大
名
の
転
封（
配
置
替
え
）が
繰
り

返
さ
れ
て
お
り
、
宣
勝
も
美
濃
国
大
垣
、
播
磨

国
龍
野
、
摂
津
国
高
槻
を
経
て
、
岸
和
田
藩
岡

部
家
の
初
代
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
を
通
し
、
大
坂
は
幕
府
の
直
轄
領

で
あ
り
、
西
国
支
配
の
拠
点
で
し
た
。
そ
ん
な

要
所
を
守
る
と
い
う
特
別
な
任
務
を
請
け
負
っ
て

い
た
の
が
、
大
坂
城
の
南
を
守
る
岸
和
田
藩
と
、

西
を
守
る
尼
崎
藩
で
し
た
。
そ
の
重
要
な
役
目

の
一
方
を
岡
部
家
が
任
せ
ら
れ
た
理
由
に
、
岡

部
家
が
関
ヶ
原
の
戦
い
の
前
か
ら
徳
川
家
の
家
臣

で
あ
っ
た
譜
代
大
名
で
あ
る
こ
と
や
、「
岡
部
の

黒
鬼
」と
称
さ
れ
た
宣
勝
の
父
・
長
盛
か
ら
続
く

武
勇
の
家
柄
だ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
大
坂
の
軍
力
が
手
薄
に
な
る
こ
と
を

避
け
る
た
め
、
岸
和
田
藩
と
尼
崎
藩
は
参
勤
交

代
を
交
互
と
し
、
有
事
の
際
に
は
、
ど
ち
ら
か
の

藩
が
す
ぐ
に
大
坂
城
へ
軍
の
動
員
を
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
し
た
。

一説には、元禄16年（1703）に、岡部三代藩主・長泰が京都の伏
見稲荷を勧進（分霊）し、城下の人々の参拝を許した稲荷祭が岸和田
だんじり祭の原型とも。当初は領民が簡素な木箱を曳いて練り歩き、
さまざまな芸を披露したともいわれています（諸説あり）。

三代目が勧進した稲荷神の祭りが岸和田だんじり祭の起源！？
Check

左／岸城町にある岡部家の家
臣・佐々木家住宅。長屋門や土
塀が武家屋敷の面影を今に残
す（建物は非公開）

こ 

い 

で
の
ぶ

か
つ

て
ん
ぽ
うみ  

の
の
く
に
お
お
が
き

は
り
ま
の

く
に
た
つ  

の

せ
っ
つ
の
く
に
た
か
つ
き

じ
ん 

よ   

も

ぼ
う
せ
き

　岡部宣勝は、6万石で入城。さらなる外
堀を築いて周辺のまちを取り込み、城下町
を拡大。城主を息子・行隆に引き継ぐ際に、
2人の弟たちに合計7000石を分与し、以後
明治維新まで約230年続く5万3000石の
岸和田藩となりました。

ゆ
き
た
か

は
ん
さ
つ

ふ 

し
ん

だ
い  

き 
き
ん

ぼ  

し
ん

い   

ふ 

て
い

も
と
き
ち

り  

き
ち

ながやす

かん   じん

な
が
も
り

た

13 12

宣勝は岸和田藩の礎を築き、
寛文元年（1661）に64歳で
息子・行隆に藩主を引き継い
で隠居。土生村（現在の門前
町）で余生を過ごした

岸
和
田
城
南
西
に
あ
る
三
の
丸
神

社
。
寛
永
17
年（
1
6
4
0
）創
建

13
代
に
わ
た
っ
た

岡
部
藩
政

ひ  

ら

時
代

ヒ
ス
ト
リ
ー

わ
が
ま
ち

岸
和
田
市
の
１
０
０
年
は
、

誇
る
べ
き
歴
史
の
上
に

岸和田の

むかしいま

岸和田の

むかしいま

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2



岸和田の

むかしいま

岸和田の

むかしいま

　天守の再建工事は岸和田市内の岩出建設株式
会社が請け負い、設計を河内長野市の重要文化
財・観心寺恩賜講堂なども手掛けた池田谷久吉
が担当。「再建岸和田千亀利城天守 工事」という
名で資料に残っていますが、元の木造5層天守の
復元ではなく、3層3階の図書館新築工事として
施工されました。

岸和田市の民間建設会社と
建築家・池田谷久吉により再建岸和田市の国指定文化財

まだある！

ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル

市
民
に
よ
る
天
守
再
建図書館へ“登城”するというユニー

クな体験ができる場所だった

昭和39年（1964）の岸和田城天守閣。
市街や神於山（こうのやま）なども望む岸和田市役所からの眺め

昭和41年（1966）。天守閣内の図書館を利用する、
当時の子どもたちの様子

「岸和田城天守閣再建計画書」と書か
れた建築家・池田谷久吉による図面

平 成4年（1992）に 竣
工した平成の大改修も
岩出建設が施工した

上／建設工事中の様
子。当 時は岸 和 田
高校側の堀に橋がか
かっていた

右／奈良の東大寺の
瓦を焼いた瓦業者が
作った約110kgの鯱
瓦を吊り上げる作業

Check

世
界
で
も
類
を
見
な
い

「
城
型
の
図
書
館
」と
し
て
再
建

　
慶
長
2
年（
1
5
9
7
）に
小
出
秀
政
に
よ
っ
て

築
か
れ
た
天
守
は
、
文
政
10
年（
1
8
2
7
）に

落
雷
に
よ
っ
て
焼
失
。
以
降
再
建
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
明
治
時
代
に
入
る
と
二
の
丸
御
殿
や
伏
見

櫓
、
門
な
ど
も
取
り
壊
さ
れ
、
残
さ
れ
た
本
丸
と

二
の
丸
の
み
が
昭
和
初
期
に
千
亀
利
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
園
は
市
民
の
憩
い
の
場
で
し
た
が
、
天
守
復
興

を
望
む
声
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
28

年（
1
9
5
3
）、
市
庁
舎
建
設
の
た
め
に
図
書
館

が
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
期
に
建

物
内
部
を
図
書
館
と
す
る
天
守
閣
建
造
が

協
議
さ
れ
る
こ
と
に
。
岸
和
田
市
P
T
A

協
議
会
と
岸
和
田
城
址
保
存
会
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
市
議
会
へ
の
請
願
書
が
提
出
さ
れ
、

さ
ら
に
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
寄
附
や
旧

藩
主
・
岡
部
家
の
子
孫
の
要
望
な
ど
も

あ
り
、
再
建
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
総
工
費
は
3
4
7
0
万
円
で
、
そ
の
う

ち
4
6
0
万
円
が
寄
附
だ
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
約
1
年
の
工
期
を
経
て
、
昭
和

29
年（
1
9
5
4
）の
11
月
、
1
2
7
年

ぶ
り
に
天
守
台
の
上
に
新
た
な
天
守
閣
が

誕
生
し
ま
し
た
。
内
部
が
図
書
館
で
あ
る
と
い
う

斬
新
さ
に
加
え
、
戦
後
で
は
全
国
で
も
2
番
目

と
天
守
の
再
建
が
早
か
っ
た
た
め
注
目
を
集
め
た

と
い
い
ま
す
。
現
在
内
部
に
は
歴
史
資
料
を
展
示

し
、
市
外
の
人
も
多

く
訪
れ
る
天
守
閣
。

南
海
電
車
の
車
窓
か

ら
も
そ
の
勇
壮
な
姿

が
確
認
で
き
る
岸
和

田
市
を
代
表
す
る
シ

ン
ボ
ル
で
す
。

天
守
閣
よ
り
前
に
完
成
し
て
い
た

み
ど
こ
ろ「
八
陣
の
庭
」

　
国
指
定
文
化
財
で
あ
る
岸
和
田
城
庭
園（
八
陣

の
庭
）は
、
天
守
閣
の
完
成
に
先
行
し
、
昭
和
28

年（
1
9
5
3
）に
完
成
。
京
都
の
寺
社
を
中
心
に

数
々
の
名
庭
を
手
掛
け
て
い
た
作
庭
家
・
重
森
三

玲
の
設
計
に
よ
る
枯
山
水
庭
園
で
、
三
国
志
の
名

軍
師
・
諸
葛
孔
明
が
考
案
し
た
陣
法
・
八
陣
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
庭
で
す
。
城
郭
の
縄
張
り
に
見
立

て
た
庭
の
中
央
に
石
組
み
で〝
大
将
〞を

置
き
、さ
ら
に
周
囲
に
天
・
地
・
竜
・
虎
・

風
・
雲
・
蛇
・
鳥
の
八
陣
も
石
組
み
で

表
現
。
三
玲
は
、
こ
の
陣
を
攻
め
る
陣

形
で
は
な
く
、
守
り
の
陣
と
解
釈
し
、

平
和
の
願
い
を
込
め
た
庭
だ
と
し
て
い

ま
す
。　八陣

の
庭
は
、そ
の
芸
術
性
と
近
代
庭

園
史
に
お
け
る
学
術
性
の
高
さ
か
ら
、平

成
26
年（
2
0
1
4
）に
国
の
名
勝
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、か
つ
て
は
庭
園
を

生
か
し
た
生
け
花
や
舞
踏
の
シ
ョ
ー
が
行

わ
れ
、現
在
も
砂
紋
描
き
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
な
ど
、貴
重
な
庭
で
あ
り
な
が
ら
芸
術
・
文
化

を
発
信
す
る
場
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

八陣の庭は園内を歩いて鑑賞できる
「回遊式庭園」で、庭の周囲どこからで
も上・中・下段で構成された庭の立
体感や奥行きを楽しめます。

360度どこからも
鑑賞できる
回遊式の庭園

天照大神・八幡大神・菅原道真を祭る古社。
国指定文化財の本殿は豊臣秀吉の再建と伝えら
れ、絢爛な桃山建築の美を今に伝える。

兵主神社本殿
三間社流造正面軒唐破風付檜皮葺 

新緑、紅葉ともに美しい名刹。室町時代建築の
多宝塔は建築の記録を記す附棟札とあわせて重
要文化財に指定されている。

大威徳寺多宝塔
三間多宝塔本瓦葺　附棟札2枚

崇神天皇の御代に創立されたと伝わる格式ある
和泉五社の一つ。本殿は平成28年（2016）の
保存修理により朱が鮮やかな美しい姿に。

積川神社本殿
三間社流造正面千鳥破風付檜皮葺

摩湯山古墳

岸和田城庭園[八陣の庭] ➡P15

和泉葛城山ブナ林 ➡P8

兵主神社本殿 三間社流造正面軒唐破風付檜皮葺

積川神社本殿 三間社流造正面千鳥破風付檜皮葺

大威徳寺多宝塔 三間多宝塔本瓦葺 附棟札2枚

紙本墨書 楠家文書 （久米田寺蔵）

久米田寺文書[百三十二通]十八巻

紙本墨書 大塔宮令旨 （久米田寺蔵）

紙本墨書 北畠覚空書状 （久米田寺蔵）

刀 無銘 伝一文字作 （岸城神社蔵）

絹本著色 星曼荼羅図 （久米田寺蔵）

絹本著色 安東蓮聖像 （久米田寺蔵）

絹本著色 仁王経曼荼羅図 （久米田寺蔵）

まゆやま こふん 

きしわだじょうていえん はちじんのにわ 

いずみかつらぎさん ぶなりん 

ひょうずじんじゃ ほんでん さんげんしゃながれづくり しょうめんのきからはふつき ひわだぶき　 

つがわじんじゃ ほんでん さんげんしゃながれづくり しょうめんちどりはふつき ひわだぶき 

だいいとくじ たほうとう さんげんたほうとうほんがわらぶき つけたり むなふだにまい 

しほんぼくしょ くすのきけ もんじょ 

くめだじ もんじょ ひゃくさんじゅうにつう じゅうはっかん 

しほんぼくしょ おおとうのみや りょうじ 

しほんぼくしょ きたばたけかくくう しょじょう 

かたな むめい でんいちもんじさく 

けんぽんちゃくしょく ほしまんだらず 

けんぽんちゃくしょく あんどうれんしょうぞう 

けんぽんちゃくしょく にんのうきょうまんだらず 
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建 造 物
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絵　　画

絵　　画

絵　　画

明治29年（1896）、岡山県生まれ。日
本美術学校で日本画を学び、建築や生
け花への研究も進めながら独学で庭園
学を修める。京都市の国指定名勝・東
福寺本坊庭園を代表とする枯山水庭園
の作庭で名高い名作庭家。

作庭家・重森三玲とは？

八陣の庭は、天守閣や航空機など、上空から鑑賞
されることも想定し設計されています。モダンで幾
何学的な石組み配置の妙を堪能できます。

上空からの鑑賞も
意識した石組

ここに
注目！

ここに
注目！

ライトアップやイベント利
用も。市民に愛され、親
しまれている庭園

全長約200m、前方部幅約100m、後円部径
約130mで市内最大の前方後円墳。4世紀後半
頃の泉州で力のあった在地首長の墳墓と推測。

摩湯山古墳

全部で
14！

八陣の庭で水をまく重森三玲八陣の庭で水をまく重森三玲
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写真提供：岩出建設株式会社

見に行ってみよう！
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ち  

じ
ん

再建天守の高さは天守台を除き約
22m。SRC造（鉄骨鉄筋コンクリート
造）で、クレーンなどを用いた当時と
しては大規模な建造工事だった

いけ   だ     や    ひさ   きち

いわ  で 「
岸
和
田
城
」

ヒ
ス
ト
リ
ー

わ
が
ま
ち

岸
和
田
市
の
１
０
０
年
は
、

誇
る
べ
き
歴
史
の
上
に
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岸和田の

むかしいま

岸和田の

むかしいま

　天守の再建工事は岸和田市内の岩出建設株式
会社が請け負い、設計を河内長野市の重要文化
財・観心寺恩賜講堂なども手掛けた池田谷久吉
が担当。「再建岸和田千亀利城天守 工事」という
名で資料に残っていますが、元の木造5層天守の
復元ではなく、3層3階の図書館新築工事として
施工されました。

岸和田市の民間建設会社と
建築家・池田谷久吉により再建岸和田市の国指定文化財

まだある！

ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル

市
民
に
よ
る
天
守
再
建図書館へ“登城”するというユニー

クな体験ができる場所だった

昭和39年（1964）の岸和田城天守閣。
市街や神於山（こうのやま）なども望む岸和田市役所からの眺め

昭和41年（1966）。天守閣内の図書館を利用する、
当時の子どもたちの様子

「岸和田城天守閣再建計画書」と書か
れた建築家・池田谷久吉による図面

平 成4年（1992）に 竣
工した平成の大改修も
岩出建設が施工した

上／建設工事中の様
子。当 時は岸 和 田
高校側の堀に橋がか
かっていた

右／奈良の東大寺の
瓦を焼いた瓦業者が
作った約110kgの鯱
瓦を吊り上げる作業

Check

世
界
で
も
類
を
見
な
い

「
城
型
の
図
書
館
」と
し
て
再
建

　
慶
長
2
年（
1
5
9
7
）に
小
出
秀
政
に
よ
っ
て

築
か
れ
た
天
守
は
、
文
政
10
年（
1
8
2
7
）に

落
雷
に
よ
っ
て
焼
失
。
以
降
再
建
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
明
治
時
代
に
入
る
と
二
の
丸
御
殿
や
伏
見

櫓
、
門
な
ど
も
取
り
壊
さ
れ
、
残
さ
れ
た
本
丸
と

二
の
丸
の
み
が
昭
和
初
期
に
千
亀
利
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
園
は
市
民
の
憩
い
の
場
で
し
た
が
、
天
守
復
興

を
望
む
声
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
28

年（
1
9
5
3
）、
市
庁
舎
建
設
の
た
め
に
図
書
館

が
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
期
に
建

物
内
部
を
図
書
館
と
す
る
天
守
閣
建
造
が

協
議
さ
れ
る
こ
と
に
。
岸
和
田
市
P
T
A

協
議
会
と
岸
和
田
城
址
保
存
会
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
市
議
会
へ
の
請
願
書
が
提
出
さ
れ
、

さ
ら
に
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
寄
附
や
旧

藩
主
・
岡
部
家
の
子
孫
の
要
望
な
ど
も

あ
り
、
再
建
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
総
工
費
は
3
4
7
0
万
円
で
、
そ
の
う

ち
4
6
0
万
円
が
寄
附
だ
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
約
1
年
の
工
期
を
経
て
、
昭
和

29
年（
1
9
5
4
）の
11
月
、
1
2
7
年

ぶ
り
に
天
守
台
の
上
に
新
た
な
天
守
閣
が

誕
生
し
ま
し
た
。
内
部
が
図
書
館
で
あ
る
と
い
う

斬
新
さ
に
加
え
、
戦
後
で
は
全
国
で
も
2
番
目

と
天
守
の
再
建
が
早
か
っ
た
た
め
注
目
を
集
め
た

と
い
い
ま
す
。
現
在
内
部
に
は
歴
史
資
料
を
展
示

し
、
市
外
の
人
も
多

く
訪
れ
る
天
守
閣
。

南
海
電
車
の
車
窓
か

ら
も
そ
の
勇
壮
な
姿

が
確
認
で
き
る
岸
和

田
市
を
代
表
す
る
シ

ン
ボ
ル
で
す
。

天
守
閣
よ
り
前
に
完
成
し
て
い
た

み
ど
こ
ろ「
八
陣
の
庭
」

　
国
指
定
文
化
財
で
あ
る
岸
和
田
城
庭
園（
八
陣

の
庭
）は
、
天
守
閣
の
完
成
に
先
行
し
、
昭
和
28

年（
1
9
5
3
）に
完
成
。
京
都
の
寺
社
を
中
心
に

数
々
の
名
庭
を
手
掛
け
て
い
た
作
庭
家
・
重
森
三

玲
の
設
計
に
よ
る
枯
山
水
庭
園
で
、
三
国
志
の
名

軍
師
・
諸
葛
孔
明
が
考
案
し
た
陣
法
・
八
陣
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
庭
で
す
。
城
郭
の
縄
張
り
に
見
立

て
た
庭
の
中
央
に
石
組
み
で〝
大
将
〞を

置
き
、さ
ら
に
周
囲
に
天
・
地
・
竜
・
虎
・

風
・
雲
・
蛇
・
鳥
の
八
陣
も
石
組
み
で

表
現
。
三
玲
は
、
こ
の
陣
を
攻
め
る
陣

形
で
は
な
く
、
守
り
の
陣
と
解
釈
し
、

平
和
の
願
い
を
込
め
た
庭
だ
と
し
て
い

ま
す
。　八陣

の
庭
は
、そ
の
芸
術
性
と
近
代
庭

園
史
に
お
け
る
学
術
性
の
高
さ
か
ら
、平

成
26
年（
2
0
1
4
）に
国
の
名
勝
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、か
つ
て
は
庭
園
を

生
か
し
た
生
け
花
や
舞
踏
の
シ
ョ
ー
が
行

わ
れ
、現
在
も
砂
紋
描
き
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
な
ど
、貴
重
な
庭
で
あ
り
な
が
ら
芸
術
・
文
化

を
発
信
す
る
場
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

八陣の庭は園内を歩いて鑑賞できる
「回遊式庭園」で、庭の周囲どこからで
も上・中・下段で構成された庭の立
体感や奥行きを楽しめます。

360度どこからも
鑑賞できる
回遊式の庭園

天照大神・八幡大神・菅原道真を祭る古社。
国指定文化財の本殿は豊臣秀吉の再建と伝えら
れ、絢爛な桃山建築の美を今に伝える。

兵主神社本殿
三間社流造正面軒唐破風付檜皮葺 

新緑、紅葉ともに美しい名刹。室町時代建築の
多宝塔は建築の記録を記す附棟札とあわせて重
要文化財に指定されている。

大威徳寺多宝塔
三間多宝塔本瓦葺　附棟札2枚

崇神天皇の御代に創立されたと伝わる格式ある
和泉五社の一つ。本殿は平成28年（2016）の
保存修理により朱が鮮やかな美しい姿に。

積川神社本殿
三間社流造正面千鳥破風付檜皮葺

摩湯山古墳

岸和田城庭園[八陣の庭] ➡P15

和泉葛城山ブナ林 ➡P8

兵主神社本殿 三間社流造正面軒唐破風付檜皮葺

積川神社本殿 三間社流造正面千鳥破風付檜皮葺

大威徳寺多宝塔 三間多宝塔本瓦葺 附棟札2枚
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絹本著色 仁王経曼荼羅図 （久米田寺蔵）
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明治29年（1896）、岡山県生まれ。日
本美術学校で日本画を学び、建築や生
け花への研究も進めながら独学で庭園
学を修める。京都市の国指定名勝・東
福寺本坊庭園を代表とする枯山水庭園
の作庭で名高い名作庭家。

作庭家・重森三玲とは？

八陣の庭は、天守閣や航空機など、上空から鑑賞
されることも想定し設計されています。モダンで幾
何学的な石組み配置の妙を堪能できます。

上空からの鑑賞も
意識した石組

ここに
注目！

ここに
注目！

ライトアップやイベント利
用も。市民に愛され、親
しまれている庭園

全長約200m、前方部幅約100m、後円部径
約130mで市内最大の前方後円墳。4世紀後半
頃の泉州で力のあった在地首長の墳墓と推測。

摩湯山古墳

全部で
14！

八陣の庭で水をまく重森三玲八陣の庭で水をまく重森三玲
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三の曲輪

三の曲輪

二の曲輪

町曲輪
外曲輪

二の丸

二
の
曲
輪

外堀

本丸

岸和田藩は甲賀忍者を雇っていた？
　岸和田藩主の岡部家はかねてから甲賀衆との繋がりが
深く、岡部家の軍事規定を記す享保年間の『享保備定（き
ょうほうびてい）』にも、“甲賀五十人”の記載があり、雇っ
ていたことが記録されています。岸和田の地で忍者が活躍
していたかも？と想像するとロマンがありますね。

かつては二の丸に、元和9年（1623）に京都・伏見城から移築さ
れた伏見櫓がありました。この櫓は徳川家にとって要所であった
地の城に設置されていたもので、現存するものでは福山城のもの
などが有名です。

幕府からの信頼の証

石垣は約800mあったとされているが、明治維
新後に大部分が取り壊された

元和5年（1619）、松平康重（やすしげ）が
城主の頃に築かれた警備と防潮を目的と
した石垣で、現在は中町の公園にその一部
が残っています。

防潮堤石垣

伏見櫓跡

海からまちを守っていた遺構

岡部岸和田藩の参勤交代にも使
用されていた脇街道。絵図上で見
られる鍵状の箇所は、侵入者をか
く乱する「遠見遮断（とおみしゃだ
ん）」になっています。

大坂－和歌山間を繋ぐ脇街道

紀州街道

伝統的建造物が連なる紀州街道の本町エリア。周辺
35件が市の歴史的景観建築物に指定されている

藩主が政務を行い、大奥も
あった二の丸御殿跡。公園と
して整備され、市民道場の「心
技館」や二の丸広場観光交流
センターが建っています。

かつての御殿跡

二の丸広場二の丸広場

松の木と鐘楼をモチーフにした時計が
城内の歴史的景観と調和している

岡部宣勝が入城して4年後の城郭。当時の岸和田城は海岸が近く、
城下町が浜辺付近まで広がっていたことがうかがえます。

本丸、二の丸、内堀が現存。天守閣、櫓門などの
復興建築が往時の雰囲気を醸し出します。

粗削りした石を隙間なく積む戦国時代の
「打込ハギ（接合）」を主とし、石を四角に
整形した江戸時代の「切込ハギ」が補修箇
所に見られます。石材としては和泉砂岩
と、神於山と瀬戸内海で採掘したとされる
花崗（かこう）岩などが確認されています。

石垣石垣
時代の流れを感じる遺構

上／堀にせり出した
平地部分は石垣補
強のために作られた

“犬走り”という珍し
い遺構　
左／9月の岸和田だ
んじり祭の開催前に
は石垣清掃の様子
が見られる

八陣の庭八陣の庭
上空からも形がわかる

➡P15

南北・東西ともに約18mある天守台は、初
代天守が築かれた時代から現存。新たな3
層天守閣が再建されたことで、荘厳な城
の風格を今に蘇らせました。

遺構の上に立つまちのシンボル

天守閣の最上階は回廊展望台になっていて、
岸和田市街を360度見渡せる

岸和田高校のグラウンドにある「駐蹕(ちゅうひつ)
記念碑」の土台となっている石垣は、二の曲輪（くる
わ）と三の曲輪を繋ぐ地中門（北中門）の石垣が、
築城当時のまま現存していると考えられていま
す。※学校内のため原則見学不可。

門の土台の石垣
高校内に残る築城当時の遺構

左／明治天皇が訪れ
たことを記念する「駐
蹕記念碑」
下／城絵図にも地中
門が描かれており、
場所も一致している 天守閣・天守台天守閣・天守台
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紀州街道紀州街道

大手門の上に櫓を設けた櫓門

城の正門・櫓門と、本丸北西部分に
連結されている多聞櫓と隅櫓は昭和
44年（1969）に再建されました。白
漆喰塗りで統一され勇壮な姿です。

櫓門・多聞櫓・隅櫓櫓門・多聞櫓・隅櫓
天守閣の後に復興

やぐらもん・たもんやぐら・すみやぐら

正保元年(1644)に幕府が諸
藩に命じて作成させた城絵図
のうち岸和田城のもの。城郭内
の建造物、石垣、堀の位置など
が精細に記載され、5層の天守
も描かれています。

この絵図は…

岸和田城天守閣内には絵図をベースに作られ
た城郭ジオラマが展示されている
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岸和田城の夕景

岸和田城は「続日本100名城」や「日本の
夕陽百選」にも選出されています。

正保城絵図 
和泉国岸和田城図

写真と
古地図で
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岸和田市イメージ
キャラクター「ちきりくん」の
名前もここからとっている

「ちきり城」の名の由来
本丸と二の丸の形に注目！

岸和田城は古くから「ちきり（千亀
利）城」とも呼ばれてきました。橋で
繋がった本丸と二の丸の形が、機

（はた）織りの縦糸を巻く道具「榺（ち
きり）」（下図）に似ていたことが由来
といわれています。

伏見櫓があった二の丸北東角の石垣。
岸和田城は大坂城の南の守りとして、
伏見櫓を配置されるほど重要な城だった

歴史展示で
城の歩みをもっと深く

天守閣の内部では岡部岸和田藩の関係資料や、岸和田
市の考古資料などを展示。毎年春秋には企画展も開催さ
れています。

上／館内に展示され
ている岡部岸和田藩
三 代 藩 主・長 泰 の
紫 糸 威 伊 予 札 四 枚
胴具足
右／図書館時代を経
て、天守閣は昭和 51
年（1976）に歴史資料
館として再スタート
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忍の世界を描いた映
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のスネークアイズ』

（2021）に岸和田城
が登場！ 犬走りをは
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「鉄道高架化で都市交通問題を解消」 
　道路の整備だけでなく、
鉄道高架化による道路の利
便性、快適性のアップも図
られてきました。南海岸和
田駅、JR東岸和田駅周辺
では鉄道高架化により、踏
切渋滞の緩和、踏切事故の
解消を実現しています。南
海本線、JR阪和線とともに
地域の理解と協力を得なが
ら長期にわたって進められ
た一大プロジェクトでした。

現在の駅舎は3代目。駅の上に駐車場を
設ける、全国初の「駅部一体整備型連続
立体交差事業」として進められ、平成4
年（1992）に上り線、2年後に下り線が完
成しました。出入口の上の窓は半円形ス
テンドグラスをモチーフとし、2代目駅舎
の特徴も取り入れられています。

鉄道、駅の高架化で、道路渋滞を軽減

　
こ
の
ま
ち
に
初
め
て
鉄
道
の
駅
が
誕
生

し
た
の
は
、
明
治
30
年（
1
8
9
7
）10

月
の
こ
と
。
日
本
最
古
の
私
鉄
・
南
海

電
鉄
の
本
線
上
に
岸
和
田
駅
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
明
治
27
年（
1
8
9
4
）の

岸
和
田
紡
績（
⬇
P
28
）の
設
立
以
降
、

近
代
産
業
の
工
場
や
工
員
寮
が
立
ち
並

び
、
ま
ち
は
駅
が
整
備
さ
れ
る
ほ
ど
大

き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
貨
物
運
搬
も
鉄

道
輸
送
へ
と
切
り
替
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

昭
和
に
入
る
と
商
店
が〝
商
店
街
〞の
形

を
構
成
す
る
よ
う
に
な
り
、
岸
和
田
駅

前
通
商
店
街
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ー

ケ
ー
ド
が
賑
わ
い
の
中
心
に
。

　浜手
の
南
海
岸
和
田
駅
に
対
し
、

山
手
の
J
R
東
岸
和
田
駅
は
、
昭
和

5
年（
1
9
3
0
）に 

阪
和
電
気
鉄

道
の「
土
生
郷
駅
」と
し
て
設
置
。
都
市
基

盤
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
山
手
に
お
い

て
、
大
阪
・
和
歌
山
間
を
結
ぶ
交
通
機
関

の
誕
生
は
、
ま
ち
の
発
展
に
繋
が
り
ま
し

た
。
現
在
で
は
駅
直
結
の
商
業
施
設
、
駅

前
複
合
施
設

が
充
実
し
、

岸
和
田
市
の

東
の
玄
関
口

と
し
て
賑
わ

い
を
創
出
し

て
い
ま
す
。

　
岸
和
田
エ
リ
ア
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
、
城
下
町
が
あ
っ
た
浜
手
の
地
域
を

起
点
に
放
射
状
に
行
わ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た
大
阪
と

和
歌
山
を
繋
ぐ
主
要
な
幹
線
道
路
・
紀

州
街
道
か
ら
各
所
へ
道
が
延
び
、
ま
ち

が
形
成
さ
れ
、
現
在
の
旧
市
街
の
骨
格

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
自
動
車
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、

南
北
移
動
の
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
は
府
道
30

号
、
府
道
2
0
4
号
（
旧
国
道
26
号
）

へ
と
移
り
変
わ
り
、
東
西
に
お
い
て
は

府
道
39
号
と
府
道
40
号
が
整
備
さ
れ
、

市
内
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
強
化
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　時代
が
進
む
に
つ
れ
、増
加
す
る
交
通

量
に
対
応
す
る
た
め
第
二
阪
和
国
道

（
⬇
Ｐ
20
）が
開
通
。さ
ら
に
、関
西

国
際
空
港
開
業
に
向
け
て
の

都
市
計
画
道
路
の
建
設

ラ
ッ
シ
ュ
と
な
り
、府
道

29
号
や
阪
神
高
速
4
号

湾
岸
線
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

南海岸和田駅

賑
わ
い
の
拠
点

鉄
道
と
駅
の
歴
史

時
勢
に
順
応
し
整
備
さ
れ
て
き
た
道
路

昭和40年代の岸和田駅前通商店街。
だんじりが通れるように、設置され
た初代アーケードは高さが日本一と
話題に

都
市
整
備
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り

鉄
道
&
道
路
、
区
画
整
理
で
発
展

令和2年（2020）の土生町周辺

のちの府道39号岸和田港塔原線となる
道路が港から山へと延びる
写真提供：岸和田市立春木小学校

写真提供：京都鉄道博物館

写真提供：
岸和田市立
春木小学校

約50年前の大北町周辺

SINCE1897 

平成29年 （2017）10月に上下
線ともに高架化され現在の姿に。
駅前再開発「防災街区整備事
業」も実施され、駅周辺には防
災公園、不燃化建築の公共施
設、マンションなどが建設され
ました。

JR東岸和田駅
SINCE1930 

第二阪和国道が開
通するまでは国 道
26号であったため、

「旧26（きゅうにーろ
く）」との愛称も。

府道204号
堺阪南線 

阪神高速4号 湾岸線

岸和田城の西側・本町地区では、沿道の旧商
屋が保存され、城下町の風情を今に伝えていま
す（➡P52）。

湾岸線の岸和田大橋は全長445m
もの大アーチ橋で、岸和田市沿岸
部のランドマークの一つです。

昭和中期。春木
を通る紀州街道
の様子

紀州街道

上／市が発行している『広報きしわだ』で、工
事の記録や進捗を市民に向けてたびたび発信
右／高架化に合わせ道路の拡幅も行った
府道39号岸和田港塔原線

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
、
土
地
利
用
の
増
進
、

そ
れ
ら
を
繰
り
返
し
、
岸
和
田
市
は
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

今
の
ま
ち
の
形
と
な
っ
た
歴
史
や
き
っ
か
け
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

昭和4年（1929）、2代目駅舎に改装。
近代建築様式をとったハイカラな造り

飲食店、クリニック、東岸和田市民センターが
入る駅前複合施設「リハーブ」

下／南海岸和田駅
初代駅舎。昭和3年
（1928）頃の様子

上／JR東岸和田駅初代駅舎。
昭和62年（1987）頃の様子

こんな整備・取組みも
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ご
う

岸和田の

むかしいま

岸和田の

むかしいま

府道204号 堺阪南線
終戦後に昭和国道の
26号に指定。第二阪
和国道開通で府道に

府道40号 岸和田
牛滝山貝塚線
牛滝山を経由し、
岸和田市と貝塚市
を結ぶ主要道路

府道30号 大阪和泉
泉南線
大阪府域の熊野街道
（小栗街道）の一部

国道170号 大阪外環状線
関西国際空港開港に合わせ
て整備。平成6年（1994）
全面開通
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「鉄道高架化で都市交通問題を解消」 
　道路の整備だけでなく、
鉄道高架化による道路の利
便性、快適性のアップも図
られてきました。南海岸和
田駅、JR東岸和田駅周辺
では鉄道高架化により、踏
切渋滞の緩和、踏切事故の
解消を実現しています。南
海本線、JR阪和線とともに
地域の理解と協力を得なが
ら長期にわたって進められ
た一大プロジェクトでした。

現在の駅舎は3代目。駅の上に駐車場を
設ける、全国初の「駅部一体整備型連続
立体交差事業」として進められ、平成4
年（1992）に上り線、2年後に下り線が完
成しました。出入口の上の窓は半円形ス
テンドグラスをモチーフとし、2代目駅舎
の特徴も取り入れられています。

鉄道、駅の高架化で、道路渋滞を軽減

　
こ
の
ま
ち
に
初
め
て
鉄
道
の
駅
が
誕
生

し
た
の
は
、
明
治
30
年（
1
8
9
7
）10

月
の
こ
と
。
日
本
最
古
の
私
鉄
・
南
海

電
鉄
の
本
線
上
に
岸
和
田
駅
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
明
治
27
年（
1
8
9
4
）の

岸
和
田
紡
績（
⬇
P
28
）の
設
立
以
降
、

近
代
産
業
の
工
場
や
工
員
寮
が
立
ち
並

び
、
ま
ち
は
駅
が
整
備
さ
れ
る
ほ
ど
大

き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
貨
物
運
搬
も
鉄

道
輸
送
へ
と
切
り
替
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

昭
和
に
入
る
と
商
店
が〝
商
店
街
〞の
形
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岸
和
田
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前
通
商
店
街
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は
じ
め
と
す
る
ア
ー
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ー
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賑
わ
い
の
中
心
に
。
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比べながら歩いてみよう

南部地区

L=1288m L=1367m L=1110m

57.7ha 中央地区
76.8ha

八木地区
54.3ha

南海本線

JR阪和線

国道26号（岸和田市域内）総延長 L=4587m

貝
塚
市

忠
岡
町

へ
ん  

せ
ん

　
実
は
こ
の
公
園
が
元
々
競
馬
場
だ
っ
た
こ
と

を
知
っ
て
い
る
市
民
は
今
で
は
少
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
約
1
0
0
年
前
の
昭
和
4
年

（
1
9
2
9
）、
こ
の
場
所
に
競
馬
場
が
誕
生

し
ま
し
た
。
そ
の
名
を「
春
木
競
馬
場
」と
い
い

ま
す
。
当
時
は
関
西
を
代
表
す
る
競
馬
場
と

し
て
人
気
を
博
し
て
お
り
、
全
国
的
に
も
高
い

売
り
上
げ
を
誇
る
名
物
競
馬
場
で
し
た
が
、

昭
和
49
年（
1
9
7
4
）3
月
、
園
内
記
念
碑

に
も
記
さ
れ
て
い
る「
青
少
年
や
地
域
住
民
に

及
ぼ
す
影
響
な
ど
を
考
慮
し
て
」な
ど
の
理
由

か
ら
完
全
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　翌年
か
ら
跡
地
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
昭

和
53
年（
1
9
7
8
）に
岸
和
田
市
中
央
公
園

は
開
園
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
災
害
時
の
市

民
の
避
難
場
所
で
も
あ
り
、
応
急
給
水
タ
ン

ク
も
設
置
。
都
市
公
園
と
し
て
も
高
い
評
価

を
受
け
、
日
本
の
都
市
公
園
1
0
0
選
に
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
画
整
理
の
変
遷

　多く
の
農
地
が
宅
地
に
変
わ
り
、

新
た
な
道
に
よ
っ
て
区
画
が
整
理
さ

れ
ま
し
た
。 

多
様
な
建
築
物
も
区
画

内
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

関
西
を
代
表
す
る
競
馬
場
を

都
市
公
園
へ
と
整
備

　甲子
園
球
場
の
約
5
倍
の
広
さ
を
誇
る

岸
和
田
市
中
央
公
園
は
、
桜
、
ツ
ツ
ジ
、

バ
ラ
、
新
緑
に
紅
葉
と
、
季
節
を
実
感
で

き
る
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、

岸
和
田
市
総
合
体
育
館
や
プ
ー
ル
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
な
ど
も
整
備
さ
れ
た
運
動
公
園
で

も
あ
り
ま
す
。
近
年
は
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を

整
備
す
る
な
ど
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
の
誘
致

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
岸
和
田
市
民
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
恒
例

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
市
民
に
馴
染
み
深
い
場

所
で
す
。

現
在
は
市
の
ス
ポ
ー
ツ
と

イ
ベ
ン
ト
の
拠
点
に

　
こ
れ
ま
で
の
岸
和
田
市
で
の
大
き
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
一
つ
に〝
第
二
阪
和
国
道
の
建
設
〞が
あ

り
ま
す
。
経
済
の
発
展
に
伴
っ
て
増
加
し
て
き
た

大
阪
〜
和
歌
山
間
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
る

た
め
、
新
た
な
国
道
26
号（
第
二
阪
和
国
道
）の

建
設
が
計
画
さ
れ
た
事
業
で
す
。
道
路
の
整
備

と
連
携
し
て
八
木
地
区
、
中
央
地
区
、
南
部
地

区
の
3
区
画
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
土
地
の
整
備

も
ス
タ
ー
ト
。
道
の
な
い
と
こ
ろ
に
道
路
を
敷

き
、
沿
道
の
土
地
利
用
の
増
進
を
図
る
、
日
本

の
都
市
計
画
に
お
い
て〝
都
市
計
画
の
母
〞と
も

称
さ
れ
る「
土
地
区
画
整
理
事
業
」を
並
行
し
て

行
っ
た
の
で
し
た
。

　
工
事
は
水
路
や
公
園
の
築
造
、
建
物
移
転
、

上
下
水
道
移
設
、
整
地
な
ど
多
岐
に
お
よ
び
、

ま
た
、
急
速
な
宅
地
化
を
見
込
ん
で
公
共
施

設
の
整
備
改
善
を
行
う
な
ど
、
本
格
的
な
都

市
化
を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
41
年（
1
9
6
6
）の
八
木
地
区
の
着
工

か
ら
、
中
央
地
区
の
竣
工
に
至
る
平
成
24
年

（
2
0
1
2
）ま
で
、
46
年
と
い
う
膨
大
な
年
月

と
市
民
の
協
力
の
上
に
、
一
帯
の
ま
ち
は
整
備

さ
れ
た
の
で
す
。

区
画
整
理

　
　
　
　
に
よ
る

土
地
利
用
の
増
進

ま
ち
づ
く
り

都
市
整
備
に
よ
る

鉄
道
&
道
路
、
区
画
整
理
で
発
展第二阪和国道区画整理事業

緑の多い公園に整備。岸和田市総合体育館
は南東の栄ノ池を半分ほど埋め立てて建設

1周1250mあったトラックや、障害競走の
コース、観客用のスタンド席が見られる

平成19年（2007） 昭和50年（1975）

昭和53年（1978）5月、公園が誕
生した年に第1回目が開催された市
を代表するイベントです（➡P38）。

岸和田市民フェスティバル

令和4年（2022）1月に園内に
オープンした公共のスケート場。
宝くじの助成金の支援で整備。

岸和田スケートパーク
「豊かな自然環境と歴史
的環境が織り成す『個
性的快適環境都市』の
創生」を目標に、河川
の改修や管理も進めら
れています。緑ある風
景を生かし整備すること
で、よりよい景観が形
成されています。

「自然豊かな水辺の空間づくり」
6車線のゆとりある第二阪和国道。
現在沿道にはさまざまな有名企業
のロードサイド店舗が軒を連ねる

昭和49年（1974）3月、春木競馬場最後のレースに集まる観客。
当日は雨だった

在来水路を基盤に将来の下水道
計画も考慮し、区画道路などに
側溝を設けて水路を整理

公園全体の形状に、競馬場のコースの名残が。
実際に歩いて当時の様子を想像してみて。

良質な都市空間の形

水路工事

緑豊かな遊歩道が整備されている春木川沿い

第二阪和国道は昭和54年（1979）に岸和田
市内全線開通。写真はセレモニーの様子

「岸和田市中央公園」
歴 史の

ご存知
でしたか？

こんな整備・取組みも

Pick up
川幅が不均一な
整備前の春木川

あぜ道で区切られた
農地だった頃の区画

第二阪和国道と交差
する道も整備され東西
アクセスもスムーズに

病院や商業団地、高
校なども配置された

岸和田の

むかしいま

岸和田の

むかしいま

出典：国土地理院
撮影の空中写真

な ご り

競 馬 場コース
北東側は周囲
400mのトラッ
クがある見晴
らしの い いス
ポーツ広場に

A公園南西側の
ゲートボール
場 のそば に、
競馬場コース
の形跡が林と
なって残る

B
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し
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平三郎は文久元年（1861）、土生新田（現 土生町）の農家に生ま
れます。明治12年（1879）、神戸の西洋料理店でタマネギを食べた
ことをきっかけに、アメリカ人から分けてもらったタマネギ3個で栽培実
験を開始。苦心の末にタマネギの採種・栽培に成功します。種子を無
料で配布するなど、平三郎が栽培を奨励したことで、タマネギは泉州の
特産品として定着したのです。

　岸和
田
市
域
で
は
、
紀
元
前
2
世
紀

頃
か
ら
低
湿
地
を
中
心
に
稲
作
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
や
が
て
、
周
辺
エ
リ
ア

に
も
稲
作
が
広
ま
り
ま
す
が
、
八
木
郷

に
は
大
き
な
川
が
な
く
、
干
ば
つ
や
水

不
足
が
課
題
に
。
そ
れ
を
解
決
し
た
の

が
、
た
め
池
・
久
米
田
池
で
、

完
成
以
降
一
帯
の
田
畑
を
潤

し
、
農
業
の
支
え
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
津
田
川
・

牛
滝
川
・
春
木
川
に
堰
が
作
ら
れ
、
水
路

や
た
め
池
が
整
備
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　江戸
時
代
、
米
は
大
半
を
年
貢
と
し

て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
糸
や
布
に
し

て
売
る
た
め
の
綿
や
、
砂
糖
の
原
料
と
な

る
甘
蔗（
サ
ト
ウ
キ
ビ
）も
盛
ん
に
栽
培
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
藩
主
が
栽
培
を
奨

励
し
た
ミ
カ
ン
は
、
明
治
以
降
品
種
改

良
が
進
み
、
収
穫
量
が
増
加
。
さ
ら
に
、

タ
マ
ネ
ギ
を
は
じ
め
、
桃
や
花
卉
、
チ
ー

ゼ
ル
な
ど
の
栽
培
も
定
着
し
ま
し
た
。

　昭和
に
入
る
と
特
産
の
ミ
カ
ン
と
タ
マ

ネ
ギ
は
さ
ら
に
生
産
量
が
ア
ッ
プ
。 

さ
ら

に
、
ト
マ
ト
や
ダ
イ
コ
ン
、
サ
ト
イ
モ
、

シ
ョ
ウ
ガ
、
イ
チ
ゴ
な
ど
、
生
産
さ
れ
る

農
作
物
の
種
類
は
多
様
に
な
り
ま
し
た
。

泉州たまねぎの祖・坂口平三郎ヒストリー
そ さか ぐち へい ざぶ ろう

久
米
田
池
が
基
盤
と
な
っ
た

農
業
王
国

府
内
ト
ッ
プ
の
産
出
額

丘
陵
地
区
を
中
心
に
発
展
中 岸

和
田
の
農
業

大
阪
府
屈
指
の
農
業
王
国

岸和田市と株式会社クボタが連携し、スマート
農業を推進中です。農エリア内にビニールハウ
スを建設し、施設園芸製品の研究開発や試験を
行うほか、農業生産者のハウスに、温度や湿度
などの栽培環境データを収集する機械を設置。
データを生産者らに還元することで、収穫量や
品質が安定した施設栽培の確立に繋げます。

スマート農業

上／ため池も整備。ここか
ら貯留施設・ファームポンド
へ水を汲み上げる

右／幅約7.2mと広々した
農業集落道路も整備

左／ファーム
ポンドからパイ
プ ライン で、
各農地へ給水
する仕組みに

愛彩ランドができ
て農家のやりがい
や笑顔が増えたと
話す岡本会長

レストランでは旬の野菜を中心に、
魚介なども地元の食材を使用

出荷者は1000人以上。商品には出荷者名が記され、
価格は出荷者が設定する

人気のランチバイキングでは約
70種の料理が並ぶ

　現在
は
、
都
市
近
郊
農
業
に
よ
っ
て
府

内
き
っ
て
の
農
業
王
国
と
な
っ
た
岸
和
田

市
。
大
阪
市
に
近
い
立
地
と
、
発
達
し

た
交
通
網
を
生
か
し
、
鮮
度
の
高
い
ま

ま
大
消
費
地
に
農
作
物
を
届
け
ら
れ
る

の
が
強
み
で
す
。

　
そ
し
て
、
今
後
の
農
業
基
盤
強
化
の
た

め
整
備
を
進
め
て
い
る
の
が
、丘
陵
地
区
・

ゆ
め
み
ヶ
丘
岸
和
田（
⬇
P
52
）の
農
エ
リ

ア
。
”都
市
・
農
・
自
然
が
融
合
し
た
ま

ち
“を
め
ざ
す
ゆ
め
み
ヶ
丘
岸
和
田
で
は
、

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
る
岸
和
田
市
は
、
古
く
か
ら
農
業
が
盛
ん
。

現
在
で
は
、
農
業
産
出
額
や
耕
地
面
積
が

大
阪
府
内
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
。

農
業
王
国
・
岸
和
田
の
過
去
か
ら
未
来
へ
の
変
遷
を
追
い
ま
す
。

満水面積は府内第1位の45.6ヘクタール、
貯水量157万ｔ、周囲延長2650mもの農業
用ため池。約1300年近く前に築かれて以来、
改修・整備を繰り返し、現在も農業用水とし
て田畑を潤しています。平成27年（2015）に
は、世界かんがい施設遺産に（➡P9）。

大阪府内最大の
農業用ため池・久米田池

ビニールハウスで、夏場はホウレンソウ、小松菜、
冬場は春菊（きくな）などを通年で栽培する

葉物野菜の栽培の様子

生涯をタマネギ栽培
の実験に費（つい）や
した平三郎

収穫後、保存するためのタマネギ小
屋が点在するのはおなじみの農村風
景だった

当時は、現在のよ
うな桜並木は確
認 できず、殺 風
景な印象

かつては荷を引かせるなど、
農業に牛が利用されていた

耕作の様子
鉤爪（かぎづめ）のようなトゲが無数に
ある果穂（かすい）を乾燥させ、毛織
物を起毛させるのに用いた

チーゼル選別の様子

あい さい

愛彩ランド
道の駅

整備された農業用地には、今後農作物が栽培される予定

農と福祉の連携をめざしており、障害のある人を
雇用する農業法人が事業を行うことが決まってい
ます。農業が障害のある人の仕事となり、いきが
いの創出や経済的な自立を支援していきます。

農福連携

  農産物
直売所もある!

約
36
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
農
エ
リ
ア
と
し
、
農
地

の
整
備
・
売
却
を
進
め
、
営
農
規
模
の
拡

大
を
図
っ
て
い
ま
す
。
近
く
に
あ
る「
道

の
駅 

愛
彩
ラ
ン
ド
」の
農
産
物
直
売
所
は
、

安
全
・
安
心
な
食
材
や
加
工
品
が
並
ぶ
地

産
地
消
の
拠
点
と
し
て
、
す
で
に
お
な
じ

み
。
愛
彩
ラ
ン
ド
出
荷
協
力
会
の
岡
本
冠

一
会
長
に
よ
る
と
、
愛
彩
ラ
ン
ド
で
は
少

量
で
も
販
売
が
で
き
る
た
め
、
新
規
出
荷

者
も
増
え
た
そ
う
。
農
エ
リ
ア
で
は
、
消

費
者
と
直
結
す
る
愛
彩
ラ
ン
ド
や
、
J
A

営
農
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
、
新
規
就
農
者
を
増
や
す

取
組
み
、
先
端
技
術
を
用
い
た
施

設
園
芸
の
展
開
な
ど
、
次
の
世
代

へ
向
け
、
地
域
農
業
の
さ
ら
な
る

活
性
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ロート製薬直営のレストランにて
1カ月にわたり提供された

部内や関係者とのミーティン
グ・実習を重ねてメニュー
を考案

圃場（ほじょう）見学にも出向
き、春菊（きくな）についてもし
っかり学習

農業産出額（畜産を除く）が
大阪府内でNo.1に!

Check

　岸和田市の耕種（農作物）農業は、農業産出
額が大阪府で1位！ これは、過去から受け継
いだ栽培技術で、すぐれた農産物を産出し
続けた結果です。産出額の約60％は
野菜が占め、果物や米、花卉などが
続きます。

　地域と連携し、商品開発や販売実習、PR活動
を展開する、産業高校の商品開発クラブ。2020～
21年には、大阪府、カゴメ、ロート製薬と協力し、
岸和田産春菊（きくな）を使った飲食店メニューの開
発を行いました。開発したメニューは、グランフロン
ト大阪内のレストランにて提供され、春菊（きくな）の
認知度向上、消費拡大の機運を盛り上げました。

　農家が育てた季節の農作物や加
工食品、漁協から直送の魚介など
がズラリと並ぶ直売所のある道の
駅。 レストランでは、とれたての食
材を使った料理をバイキングで楽し
めるランチが評判です。食と農に
関する体験ができる体験交流館も
あり、岸和田市内外の人々の交流
拠点になっています。 農

エリア

土生町に立つ顕
彰碑（けんしょう
ひ）が 平 三 郎 の
偉業を伝える

せ
き
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ん 

ぐ

か
ん
し
ょ

か

　き

し
ょ
う

れ
い

農産物を

生かした商品で

地域活性化を

めざす

チーゼルの花

は
か

昭和34年
（1959）

昭和17年
（1942）

令和4年
（2022）

現在のような大きな
池になったのは、江
戸時代以降と考えら
れている。今は桜の
名所に

令和4年
（2022） 

は

都市・農・自然が
融合したまち ため池

農業集落道路

農 地

ファームポンド

季節ごとに多種多様な農作物が生産されている

岸和田市立産業高校
【商品開発クラブ】
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験を開始。苦心の末にタマネギの採種・栽培に成功します。種子を無
料で配布するなど、平三郎が栽培を奨励したことで、タマネギは泉州の
特産品として定着したのです。
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包近の桃農家・松本さんの育て
た桃が、糖度の高さで平成27
年（2015）にギネス世界記録®に
認定。バクタモンという土壌改良
微生物資材を取り入れる栽培法
を長年にわたり研究した成果で、
その糖度は、果実全体の平均値
がなんと22.2度を記録しました。
「世界一甘い桃」として、包近の
桃人気を後押ししています。

“世界一甘い桃”が包近に！

害虫・害獣や病気の対策も必
要ですが、農薬などの使用は
最小限に留め、一年中手塩に
かけて、安全・安心でおいし
い桃を育てています。

池田 孝さん池田 孝さん

ギネスになかった「食物の
糖度」というカテゴリを
生み出しました！

春に満開になった桃の花。
大きく実らせるため、よい花
を残して摘み取る

水はけをよくするため高く盛
られたうねに苗が美しく並ぶ

葉が倒れてから1週間ほどが
収穫時だそう

若すぎず、熟
しすぎず、タ
イミングよく
収 穫するの
が難しい

　岸和田市の桃の生産量は大阪府随一。なかで
も、栽培の歴史が150年以上あり、「桃と赤鬼」と
いう昔話も伝わる包近地区の桃は、「包近の桃」
ブランドとして、近年人気がうなぎ上りです。人気
の秘密は糖度の高さ。大阪市という大消費地が近
く、樹上でギリギリまで甘さを蓄えられるので、通
常でも10～12度、さらにそれを超えるような糖度
の果実が出荷できるのです。冬場に肥料を与えて
剪定、春には摘蕾・摘果の作業を経て、最終的に
実る桃は1枝に1個以下。ひとつずつ丁寧にかけら
れた袋の中で美しく育つ果実は、ジューシーでスイ
ートなとっておきです。

濃厚な甘みと
芳醇な香りがたまらない！
濃厚な甘みと
芳醇な香りがたまらない！

包近の桃 6月中旬～7月

かねかね ちかちか

　令和元年（2019）から2年連続で、
全国1位の春菊生産地となった大阪
府。府内最大の産地は、岸和田市な
どの泉州地域で、大阪では“きくな”と
も呼ばれています。傷みの早い軟弱
野菜ですが、栽培されるのは株が横
に這う「株張り型」のため、根から引き
抜いて鮮度を保つことが可能。新鮮
でさわやかな味は、鍋やおひたし、お
でんなど関西の食文化に欠かせない
葉物野菜として愛されています。アク
が少ないので、サラダなど生食もお試
しあれ。

春菊（きくな）春菊（きくな）春菊（きくな）9～4月

　その甘さから「衝撃のニンジン」とも呼ばれる彩誉®。岸和田市に農場
のある種苗会社が開発した品種で、ニンジン特有の匂いやクセがなく、
フルーティーな味わいです。その甘さを生むのは寒さ。9月に種を蒔き、
収穫される12～3月まで寒気や強烈な霜に当てることで、甘さが増す
のだそう。また、ニンジンは土の養分をたくさん吸収するため、収穫後
の土作りが重要で、春には麦を、夏にはソルゴーという植物を栽培し、
どちらもそのまま土に漉き込むことで、養分の豊かな土壌を作り上げま
す。一年中手間暇かけて育てられた、冬季限定の味覚は必食です。

鮮やかで誉れ高い
“衝撃のニンジン”

彩誉®彩誉®彩誉® 12月下旬～3月

あや ほまれ

　岸和田市をはじめとした泉州や南河内で盛んに栽培される、都
市近郊の果物の代表格。早朝に収穫すると翌日には販売される
ので、完熟の果実が新鮮なまま届くと消費者に好評です。大阪で
は明治以前から栽培され、水田の転作などで生産量を増やしまし
た。食物繊維や鉄分なども豊富で、女性人気も高いイチジク。漢
字で書くと“無花果”ですが、実は私たちがおいしくいただいてい
る果実の中の部分が花なんです。そのままはもちろん、ジャムや

ワイン煮、サラダなどでもぜひ。

完熟した果実は、栄養たっぷりで絶品！ 

イチジク8月～10月上旬

　たっぷりの水分と甘みが魅力の泉州たま
ねぎ。明治時代に、岸和田で採種・栽培
が成功し、その後、稲作の裏作として作付
面積を拡大。昭和37年（1962）には606
ヘクタールもの土地で栽培され、岸和田のみ
ならず泉州の特産品となりました。現在は当
時より生産量は減っているものの、ブラン
ド力の高さは健在。砂地ではなく、土
で栽培することでよく締まった実に育
つのだそうです。肉厚で軟らかく濃
厚な味で、長年愛されています。

生でも火を通しても万能！生でも火を通しても万能！

泉州たまねぎ 4～6月

　岸和田市の特産としてまず名の挙がる泉州水なすは、泉
州特有の品種。室町時代には栽培されていたようで、ほ
かの地域で育てると品質が変わるというほど、泉州の気候
や食生活と深く結びついています。柔らかな果皮は輸送が
難しく、かつては地元でのみ消費されていましたが、約30
～40年前ごろから品種改良が進み、1990年代にはなに
わ特産品に選定されるなど、生産者も行政も需要拡大策に
着手。輸送技術も発達し、全国で消費されるようになって
いきました。皮が薄く、実の約92％は水分。アクが少なく、
糠漬けはもちろん生でも美味。ひと口でトリコにしてしまう
味のよさで需要と知名度は拡大中です！

みずみずしさ抜群！ 泉州でしかとれない極上ナス

泉州水なす 3～11月

暑すぎると実の数が少なくなる
など、気候に左右されやすい
果物ですが、完全に熟したイ
チジクの味わいは格別。全体
的に黒っぽい色の物を選ぶと
よいですよ。

水やりが少しでも多いと実らなかったり、
葉が触れただけで実に傷ができたり、と
にかくデリケート。枝の剪定（せんてい）
や葉かきなど、とても手がかかりますが、
おいしく育てる努力は惜しみません!

タマネギ栽培歴は子ども
のころから。「やっぱり
泉州たまねぎに限る」っ
て言ってもらえるのがう
れしいですね。生で味わ
って、素材のよさを堪能
してください。

冬ニンジンは一般的に
糖度8度でも甘い方で
すが、私の栽培する彩
誉®は糖度10度以上に
なります。甘みが強い
ので、生で食べるのも
おすすめですよ。

軟らかく風味豊かな最強“軟弱野菜”軟らかく風味豊かな最強“軟弱野菜”

種蒔き前に稲わらを漉（す）き
込んでしっかりと土作りするの
が大事。暑さに弱いので遮光
やハウスの換気などに特に気を
付けています。一年中出荷され
ますが、やっぱり旬の寒い時期
がうまいですよ。
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若手農家で組織され
る岸和田4Hクラブな
どで情報交換をしな
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江戸時代には大阪
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認定。バクタモンという土壌改良
微生物資材を取り入れる栽培法
を長年にわたり研究した成果で、
その糖度は、果実全体の平均値
がなんと22.2度を記録しました。
「世界一甘い桃」として、包近の
桃人気を後押ししています。
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が少ないので、サラダなど生食もお試
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かの地域で育てると品質が変わるというほど、泉州の気候
や食生活と深く結びついています。柔らかな果皮は輸送が
難しく、かつては地元でのみ消費されていましたが、約30
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着手。輸送技術も発達し、全国で消費されるようになって
いきました。皮が薄く、実の約92％は水分。アクが少なく、
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泉州水なす 3～11月

暑すぎると実の数が少なくなる
など、気候に左右されやすい
果物ですが、完全に熟したイ
チジクの味わいは格別。全体
的に黒っぽい色の物を選ぶと
よいですよ。

水やりが少しでも多いと実らなかったり、
葉が触れただけで実に傷ができたり、と
にかくデリケート。枝の剪定（せんてい）
や葉かきなど、とても手がかかりますが、
おいしく育てる努力は惜しみません!

タマネギ栽培歴は子ども
のころから。「やっぱり
泉州たまねぎに限る」っ
て言ってもらえるのがう
れしいですね。生で味わ
って、素材のよさを堪能
してください。

冬ニンジンは一般的に
糖度8度でも甘い方で
すが、私の栽培する彩
誉®は糖度10度以上に
なります。甘みが強い
ので、生で食べるのも
おすすめですよ。

軟らかく風味豊かな最強“軟弱野菜”軟らかく風味豊かな最強“軟弱野菜”

種蒔き前に稲わらを漉（す）き
込んでしっかりと土作りするの
が大事。暑さに弱いので遮光
やハウスの換気などに特に気を
付けています。一年中出荷され
ますが、やっぱり旬の寒い時期
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泉 州 沖でとれ、府
内で加工した茹で
ダコを「泉だこ®」と
してブランド化

漁の解禁は、春の
訪れを告げる風物
詩。佃 煮 の「釘 煮

（くぎに）」でも知ら
れる

　大阪
が「
な
に
わ
」と
呼
ば
れ
る
の
も
、

「
魚
庭（
魚
の
豊
か
な
庭
）」が
由
来
と
い
う

説
も
あ
る
ほ
ど
、
大
阪
湾
は
瀬
戸
内
海
で

も
有
数
の
好
漁
場
。
複
数
の
河
川
に
よ
り

山
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
栄
養
分
が
魚
を
育

て
、
春
先
に
な
る
と
紀
州
沖
か
ら
イ
ワ
シ

シ
ラ
ス（
イ
ワ
シ
類
の
仔
魚
）が
北
上
。
さ

ら
に
そ
れ
ら
を
餌
に
す

る
魚
た
ち
が
無
数
に
集

ま
り
ま
す
。
岸
和
田
の

漁
は
歴
史
が
古
く
、
弥

生
時
代
に
は
漁
が
行
わ
れ
、
江
戸
末
期
に

は
1
3
0
隻
以
上
の
漁
船
が
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
堺
か
ら
泉
南

ま
で
続
い
て
い
た
砂
浜
に
は
、
昭
和
30
年

頃
ま
で
イ
ワ
シ
類
が
び
っ
し
り
干
さ
れ
、

同
時
代
に
盛
ん
で
あ
っ
た
綿
花
栽
培
の
肥

料「
干
鰯
」に
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

小
魚
を
肥
料
に
す
る
ほ
ど

岸
和
田
の

漁
業
が
す
ご
い
！

府
内
№
1
の
漁
獲
量
！

上／イワシシラスやイカナゴは船
びき網の網船から小型の運搬船に
移し替え、入札場へ  下／到着5分
後にはセリが終わるというスピー
ディーさで鮮度を守る

お正月に大漁旗を掲げ船出する、巾着網漁の漁船

　現在
、
岸
和
田
に
は
、
大
船
団
で
イ

ワ
シ
類
や
イ
ワ
シ
シ
ラ
ス
な
ど
の
大
群
の

漁
獲
を
行
う
大
阪
府
鰮
巾
着
網
漁
協
と
、

複
数
の
漁
法
で
多
種
類
の
魚
介
を
漁
獲

す
る
春
木
漁
協
、
岸
和
田
市
漁
協
の
計

3
つ
の
漁
業
協
同
組
合
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
26
年（
2
0
1
4
）、
鰮
巾
着
網

漁
協
が
大
阪
の
漁
師
が
と
っ
た
イ
ワ
シ
シ
ラ

ス
と
イ
カ
ナ
ゴ
の
水
揚
げ
場
所
を
一
つ
に

ま
と
め
、
そ
こ
に
セ
リ
を
行
う
入
札
場
を

開
設
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
漁
師
と
加

工
業
者
が
個
別
に
交
渉
し
て
取
引
き
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
セ
リ
に
よ
っ
て
競
争

が
生
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
水
や
氷
を
変

え
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
始
め
た
こ
と
で

魚
の
品
質
が
向
上
、
売
上
げ
は
3
割
増

に
。
漁
師
の
給
料
も
ア
ッ
プ
し
て
よ
り
魅

力
的
な
職
業
に
な
っ
た
た
め
か
、
現
在
鰮

巾
着
網
漁
協
で
は
20
〜
30
代
の
漁
師
が

全
体
の
4
割
を
占
め
る
そ
う
で
す
。

革
命
的
な
シ
ス
テ
ム
を
実
現

競
争
で
魚
の
品
質
が
向
上
！

　
よ
い
漁
場
の
近
く
に
は
、
海
に
栄
養
源

を
流
す
広
葉
樹
の
森
が
あ
る
、
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
大

阪
府
で
は
未
来
へ

向
け
た
取
組
み
と

し
て
、
府
内
24
漁

協
の
若
手
漁
業
者

が
集
い
、
植
林
や

間
伐
、下
草
刈
り
、竹
林

伐
採
な
ど
を
行
う「
魚
庭

の
森
づ
く
り
活
動
」を

20
年
前
か
ら
開
始
。
現

在
も
年
に
数
回
、
お
も
に
神
於
山
地

区
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
海
底
ご
み
を
拾
っ

て
海
を
美
し
く
す
る
活
動
も
行
わ
れ
る

な
ど
、
漁
獲
量
が
減
っ
た
と
い
わ
れ
る

大
阪
湾
を
再
び
豊
か
な
海
に
戻
す
た

め
に
、
有
志
に
よ
っ
て
地
道
な
活
動
が

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
世
代
を
見
据
え
、

魚
が
と
れ
た
好
漁
場

〝
育
て
る
漁
業
〞を
開
始

大
阪
湾
は
古
く
か
ら
好
漁
場
で
、
な
か
で
も
岸
和
田
市
は

大
阪
府
内
で
ト
ッ
プ
の
漁
獲
量
を
誇
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
岸
和
田
市
の
漁
業
の
す
ご
さ
と
と
も
に
、

未
来
を
見
据
え
た
取
組
み
も
お
伝
え
し
ま
す
。

網船が網を仕掛け、浜辺から大人数で引き寄せる。砂浜
が埋め立てられ、岸和田では昭和40年頃に消滅した漁法

地びき網漁の様子

複数の網を海底に沈め、帆を立て風力で
引っ張る。江戸初期～昭和初期の漁法と
伝わり、泉州地域でも盛んであった

打瀬網漁の漁船

Check

岸和田
自慢の魚介たち
さまざまな漁が行われ、水揚
げされる魚も実に種類豊富！ 
その一部をご紹介します。

大阪府鰮巾着網漁協では「大阪湾の魚をもっと知
ってほしい」と、地蔵浜地区に食事処を常設して
いるほか、いろいろなイベントも開催しています。

イワシシラス
呼び名： 18～35㎜シラス
 35～45㎜カエリ

4～11月

マダコ
呼び名：タコ

6～10月 イカナゴ
呼び名：30～50㎜シンコ（新子）
　　　 成魚フルセ、カマスゴ

2月下旬～3月上旬

マイワシ
呼び名：イワシ
　　　 ヒラゴ（小型）

6～10月

スズキ
呼び名： 25㎝前後セイゴ
 30～40㎝前後ハネ
 60㎝～スズキ

7～9月

成長につれて呼び
名が変わる、縁起
のよい出世魚。上
品かつ淡白な味わ
いで人気が高い

丸々太ったものは
「金太郎鰯」と呼ば
れ、2019 年 G20
大阪サミットの夕食
会でも提供された

　3漁
協
の
課
題
は
、大
阪
湾
の
魚
の
価

値
を
も
っ
と
高
め
る
こ
と
。よ
く
太
っ
た
マ
イ

ワ
シ
が「
金
太
郎
鰯
」と
呼
ば
れ
、高
値
が
つ

く
よ
う
に
、魚
の
ブ
ラ
ン
ド
化
も
進
ん
で
い

ま
す
。ま
た
、朝
ど
れ
の
魚
を
関
西
国
際
空

港
か
ら
空
輸
し
、夕
方
に
は
東
京
や
名
古

屋
な
ど
の
飲
食
店
で
出
す
こ
と
も
可
能
。他

都
市
へ
の
ア
ピ
ー
ル
と
と
も
に
、府
民
に
大

阪
湾
の
魚
を
知
っ
て
も
ら
う
取
組
み
も
始

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

急斜面の山に分け入って
下草を刈る漁師たち

左・上／イワシ類やアジなど
をとる巾着網漁 法。魚の群
れを長さ約1㎞の網で囲み、
すそを巾着のように絞る。5
隻の船で行う、規模が大き
な漁法

目の前の漁港で水揚げさ
れたイワシシラスのほか、
新鮮な海鮮が格安に味わ
える通年営業の食事処

泉州海鮮 
きんちゃく家

毎週日曜に開催。朝どれ
の魚や泉州の特産品が買
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などが人気

大漁！ 親子まつり
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シタビラメ類
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 （和名：イヌノシタ）
 など
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シタ、バケシタな
ど種類豊富

2014年に水 揚
げが1カ所に集
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劇的に向上 ！
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行われている
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 2㎏以上サワラ
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大型で、全長１m以
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さ

写真提供（上）：大阪府

岸和田の
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岸和田の

むかしいま

開かれた漁港をめざして

岸和田市
5684t泉佐野市 875t

大阪市 210t

※資料「平成
3 0 年 農 林 水
産関係市町村
別統計」より

岬町 603t

泉南市 265t

堺市 99t
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大阪府 市町村別漁獲量
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で
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業
者
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、
植
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刈
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な
ど
を
行
う「
魚
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の
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づ
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活
動
」を

20
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前
か
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。
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も
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に
数
回
、
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地
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で
活
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ま
す
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に
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な
ど
の
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す
る
活
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活
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え
、
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が
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漁
場
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漁
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大
阪
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で
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で
も
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和
田
市
は

大
阪
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で
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量
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ま
す
。

こ
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で
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和
田
市
の
漁
業
の
す
ご
さ
と
と
も
に
、

未
来
を
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据
え
た
取
組
み
も
お
伝
え
し
ま
す
。

網船が網を仕掛け、浜辺から大人数で引き寄せる。砂浜
が埋め立てられ、岸和田では昭和40年頃に消滅した漁法

地びき網漁の様子

複数の網を海底に沈め、帆を立て風力で
引っ張る。江戸初期～昭和初期の漁法と
伝わり、泉州地域でも盛んであった
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岸和田
自慢の魚介たち
さまざまな漁が行われ、水揚
げされる魚も実に種類豊富！ 
その一部をご紹介します。

大阪府鰮巾着網漁協では「大阪湾の魚をもっと知
ってほしい」と、地蔵浜地区に食事処を常設して
いるほか、いろいろなイベントも開催しています。
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マダコ
呼び名：タコ

6～10月 イカナゴ
呼び名：30～50㎜シンコ（新子）
　　　 成魚フルセ、カマスゴ

2月下旬～3月上旬
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　　　 ヒラゴ（小型）

6～10月

スズキ
呼び名： 25㎝前後セイゴ
 30～40㎝前後ハネ
 60㎝～スズキ

7～9月

成長につれて呼び
名が変わる、縁起
のよい出世魚。上
品かつ淡白な味わ
いで人気が高い

丸々太ったものは
「金太郎鰯」と呼ば
れ、2019 年 G20
大阪サミットの夕食
会でも提供された
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の
課
題
は
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阪
湾
の
魚
の
価
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と
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郎
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れ
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く
よ
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に
、魚
の
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ま
す
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ど
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魚
を
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ら
空
輸
し
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方
に
は
東
京
や
名
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ど
の
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に
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に
大
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の
魚
を
知
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て
も
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み
も
始

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

急斜面の山に分け入って
下草を刈る漁師たち

左・上／イワシ類やアジなど
をとる巾着網漁 法。魚の群
れを長さ約1㎞の網で囲み、
すそを巾着のように絞る。5
隻の船で行う、規模が大き
な漁法

目の前の漁港で水揚げさ
れたイワシシラスのほか、
新鮮な海鮮が格安に味わ
える通年営業の食事処

泉州海鮮 
きんちゃく家

毎週日曜に開催。朝どれ
の魚や泉州の特産品が買
えるほか、BBQコーナー、
ステージイベントなども

地蔵浜
みなとマルシェ

年に1回、毎年10月に
開催。マイワシのふるま
いやセリの 模 擬 体 験、
漁業見学クルージング
などが人気

大漁！ 親子まつり

魚も多数！
東京で高値がつく

シタビラメ類
呼び名： アカシタ
 （和名：イヌノシタ）
 など

12～5月

味 が よく高 値 で
取引きされるアカ
シタのほか、アオ
シタ、バケシタな
ど種類豊富

2014年に水 揚
げが1カ所に集
約され、品質が
劇的に向上 ！

アカガイ 12～3月

オレンジ色の身で寿
司ネタでも人気。昭
和40年代はよくとれ
たが、近年は減少。
稚貝（ちがい）放流が
行われている

キチヌ
呼び名： キビレ

6～8月

クロダイに似ているが、
背ビレ以外のヒレが黄
色で、名の由来にも。 ク
ロダイと同様、刺身や塩
焼きで食べられる

サワラ
呼び名：2㎏未満サゴシ
 2㎏以上サワラ

9～11月

大阪湾の魚の中でも
大型で、全長１m以
上にも。帯状の網を
海中に吊るす、流し
網漁でとられる

マアナゴ
呼び名： アナゴ

5～7月

1本まるごと天ぷ
らにし、醤油と青
ネギで 食 べるの
が泉州流

こ
う  

ぎ
ょ 

じ
ょ
う

ほ 

し 

か

な 

に 

わ

い
わ
し
き
ん
ち
ゃ
く
あ
み

い
わ
し

こ
う
の
や
ま

昭和
20年代

う た せ あみりょう

大阪湾は別名「茅渟
（ちぬ）の 海」ともい
われるほど、鯛の仲
間クロダイ・キチヌ
が豊富にとれた

クロダイ
呼び名： チヌ

10～3月

キジハタ
呼び名：アコウ

7～8月

夏の高級魚で、全長
35㎝以上など基準
を満たすものを「魚庭

（なにわ）あこう」と名
付け、ブランド化

か
ん 

ば
つ

し
た
く
さ

写真提供（上）：大阪府

岸和田の

むかしいま

岸和田の

むかしいま

開かれた漁港をめざして

岸和田市
5684t泉佐野市 875t

大阪市 210t

※資料「平成
3 0 年 農 林 水
産関係市町村
別統計」より

岬町 603t

泉南市 265t

堺市 99t
阪南市 375t

大阪府 市町村別漁獲量
平成30年（2018）

岸和田市で
大阪府の

漁獲量の7割を
水揚げ！

し  

ぎ
ょ
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砂浜海岸
埋め立て前は砂浜
や干潟が沿岸部に
広がっていた

岸和田旧港
昭和28年（1953）
岸和田港振興協会
主催の第1回港ま
つりが行われた

岸和田旧港
平成初期に埋め
立てられ再開発
が進んだ

阪南2区（ちきりアイランド）
物流機能と産業活性化を目的に
平成21年（2009）にまちびらき 大阪鉄工金属団地

昭和41年（1966）に完
成。敷地面積約10万坪
に43企業が集結

　明
治
時
代
、
岸
和
田
の
主
要
産
業

の
一
つ
が
煉
瓦
産
業
で
し
た
。
岸
和
田

の
粘
土
が
煉
瓦
の
製
造
に
適
し
て
い
る

と
知
っ
た
元
岸
和
田
藩
士
の
山
岡
尹
方

は
、
廃
藩
置
県
で
職
を
失
っ
た
武
士
た

ち
へ
の
授
産
事
業
と
し
て
、
明
治
５
年

（
１
８
７
２
）に
煉
瓦
製
造
事
業
を
開

始
。
そ
の
後
、
一
時
経
営
は
不
振
と
な

り
ま
す
が
、
岸
和
田
き
っ
て
の
実
業
家
・

寺
田
甚
与
茂（
⬇
P
13
）ら
が
手
を
差
し

の
べ
、
明
治
20
年（
１
８
８
７
）に
第
一

煉
瓦
製
造
会
社
を
設
立
。
明
治
26
年

（
１
８
９
３
）に
岸
和
田
煉
瓦
株
式
会
社

へ
改
称
し
、の
ち
に〝
岸
煉（
キ
シ
レ
ン
）〞

の
名
で
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

急
激
な
日
本
の
西
洋
化
と
と
も
に
煉
瓦

の
需
要
は
高
ま
り
、
岸
和
田
に
は
ほ
か

に
も
大
阪
窯
業
の
工
場
な
ど
が
立
ち
並

び
、
煉
瓦
の
一
大
産
地
と
な
り
ま
し
た
。

岸
煉
製
の
煉
瓦
は
さ
ま
ざ
ま
な
建
造
物

で
の
使
用
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
旧
山

口
県
庁
舎
お
よ
び
県
会
議
事
堂
や
、
同

志
社
女
子
大
学
ジ
ェ
ー
ム
ズ
館
な
ど
、

今
も
日
本
各
地
に
残
って
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
煉
瓦
産
業
と
並
ん
で
岸
和

田
を
代
表
し
た
近
代
産
業
が
紡
績
産

業
で
す
。
明
治
27
年（
1
8
9
4
）、
寺

田
甚
与
茂
は
、
最
新
の
紡
織
の
機
械
技

術
と
大
量
の
綿
花
を
輸
入
し
、
岸
和
田

紡
績
株
式
会
社
を
設
立
。
日
本
有
数

の
大
企
業
に
成
長
さ
せ
ま
し
た
。

　岸
和
田
の
煉
瓦
・
紡
績
産
業
の
発
展

は
大
阪
全
体
の
近
代
化
を
支
え
、
泉
州

を
含
む
大
阪
湾
沿
岸
部
の
一
大
工
業
地

帯
は
、
産
業
革
命
で
世
界
の
綿
工
業
の

中
心
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
に
た

と
え
ら
れ「
東
洋
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
」と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「東洋一の木材工業集積地」をめざして昭和41年（1966）に完成した木材コンビナート。総面積200ヘ
クタールを超え最盛期には多くの合板工場が並び、貯木場には南洋材の丸太がびっしりと浮かんでいま
した。しかし昭和50年代以降から徐々に利用率が低下。そこで、この土地を「日本の未来をリードする
先端産業創造空間」とすることをめざし、関係機関と協議しています。

木材港地区 貯木場利活用ビジョン

が
牽
引
し
た

煉
瓦・紡
績近

代
化
産
業

岸
和
田
の

上／大正13年（1924）刊行
『岸和田要鑑』に掲載された岸
和田煉瓦の全景。当時5基の
窯と、土を運ぶ蒸気機関車の
トロッコがあった　
左／煉瓦を焼成（しょうせい）
していたホフマン窯

写真提供：
株式会社北海鉄工所

写真提供：ユニチカ株式会社

同社のカバー・スライドグラスを
使用した明治時代に造られた顕微鏡

阪神淡路大震災復興のシンボルとして、神戸市長田区に建てら
れた巨大な鉄人28号モニュメントも北海鉄工所が手掛けた

明治期に発展を遂げた岸和
田紡績の本社屋。昭和16年
（１９４１）大日本紡績株式会社
(日紡、のちのユニチカ)に吸
収合併された

岸
和
田

近
代
化
物
語

大
阪
の
産
業
の
発
展
を
リ
ー
ド
し
た

昭和49～53年（1974～1978）頃撮影平成19年（2007）撮影 昭和36年（1961）撮影

Ⓒ光プロ／ KOBE鉄人PROJECT2022Ⓒ光プロ／ KOBE鉄人PROJECT2022

出典：国土地理院撮影の空中写真

産業の発展とともに変貌するベイエリア産業の発展とともに変貌するベイエリア

煉
瓦
産
業
に
始
ま
り
、

紡
績
・
鉄
工
・
ガ
ラ
ス
レ
ン
ズ
な
ど
の
分
野
で

発
展
を
遂
げ
て
き
た
岸
和
田
市
の
産
業
。

そ
の
歴
史
と
、
今
も
世
界
に
誇
る
技
術
力
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　昭
和
16
年（
1
9
4
1
）、
太
平

洋
戦
争
が
開
戦
。
岸
和
田
ゆ
か
り
の

企
業
が
軍
需
産
業
へ
の
転
換
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
す
。
岸
和
田
紡
績
も
、

政
府
の
国
防
強
化
策
の
な
か
で
大
日

本
紡
績
に
吸
収
合
併
さ
れ
ま
し
た
。

終
戦
を
迎
え
る
と
、
G
H
Q
に
よ
る

財
閥
解
体
が
行
わ
れ
、
軍
需
産
業

は
急
速
に
衰
退
。
民
需
産
業
が
少

し
ず
つ
再
生
し
始
め
る
な
か
、
岸
和

田
で
は
昭
和
23
年（
1
9
4
8
）に
、

中
小
企
業
が
力
を
合
わ
せ
て「
岸
和

田
商
工
会
議
所
」を
発
足
し
、
繊
維

業
と
貿
易
の
振
興
に
力
を
尽
く
し

ま
し
た
。

　昭
和
30
年
代
に
入
る
と
日
本
は
高

度
成
長
期
を
迎
え
ま
す
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
や
大
阪
万
国
博
覧
会

開
催
に
向
け
た
、
道
路
の
整
備
や
ビ

ル
の
建
設
な
ど
の
多
く
の
需
要
に
応
え

る
た
め
、
岸
和
田
で
も
沿
岸
部
の
埋

立
地
造
成
が
始
ま
り
工
業
地
帯
が

拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
昭
和
41
年

（
1
9
6
6
）に
は
、
臨
海
町
に
金
属

加
工
業
者
が
40
社
以
上
集
結
す
る
、

敷
地
約
10
万
坪
の
大
阪
鉄
工
金
属
団

地
が
作
ら
れ
、
同
年
に
東
洋
一
の
木

材
工
業
集
積
地
を
め
ざ
し
た
巨
大
な

木
材
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
も
完
成
。
日
本
の

高
度
成
長
を
支
え
ま
し
た
。

　昭
和
後
期
か
ら
平
成
に
か
け
て
は
、

バ
ブ
ル
崩
壊
や
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の

輸
入
品
増
加
な
ど
の
影
響
を
受
け
て

全
国
的
に
景
気
が
低
迷
。
岸
和
田
市

か
ら
も
大
企
業
が
次
々
と
撤
退
し
て

い
く
な
ど
、
経
済
の
成
長
・
拡
大
路
線

は
一
旦
歯
止
め
が
か
か
り
ま
す
。
し

か
し
近
年
は
、
企
業
の
誘
致
な
ど
を

図
る
沿
岸
部
埋
立
地
の
「
阪
南
2
区

（
ち
き
り
ア
イ
ラ
ン
ド
）」
と
、
丘
陵

エ
リ
ア
の
「
ゆ
め
み
ヶ
丘
岸
和
田
（
⬇

未
来
へ
繋
ぐ

の
整
備
へ

産
業
地
帯

未
来
へ
繋
ぐ

明治37年（1904）、国内初の「カバー・スライド
グラス」を製造。現在もその販売シェアは国内
約65％を占める。ほかにも同
社では光電子精密ガラスなど多
様な精密加工ガラスを製造し、
グローバルに展開。

顕微鏡用グラス
松浪硝子（まつなみがらす）工業株式会社・
八阪町

織物辰巳織布（たつみしょくふ）
株式会社・上松町

「鏡板」とは鏡餅の形状に似た鉄の特殊形状部材
で、発電所・宇宙ロケットなど多様な分野の圧
力容器関連機器に欠かせない必需品。昭和36
年（1961）に、当時世界に類のなかった鏡板製
造装置を北海鉄工所が開発し、現在もそのパイ
オニアとして活躍している。

鏡板
株式会社北海（ほっかい）鉄工所・臨海町

海外用
スライドグラス

これまでの沿岸部の歴史

岸和田市と忠岡町にまたがって立地する木材コンビ
ナート。将来の発展に向け、令和3年（2021）利活
用検討会が立ち上げられた

ベイエリア開発が、未来の産業を育む 

岸和田先端技術
の数 ！々

が誇る
世界ブランド

岸和田煉瓦製のレンガの多くに「×（ク
ロス）」の印があるのは、創業者の山
岡がキリスト教信者だったからともい
われる。岸和田市内にもモニュメント
として保存されたレンガ塀が残る

右／昭和45年（1970）
頃の鉄工所の様子
下／昭和63年（1988）
に、臨海埋立地への水
害を最小限にとどめる
ため建設された「岸和田
水門」

た
だ
か
た

じ
ゅ
さ
ん

よ   

ぎ

じ
ん 

よ  

も
よ
う
ぎ
ょ
う

は
か

P
52
）」
の
開
発
、「
木
材
港
地
区 

貯

木
場
利
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
」（
⬇
下
記
）

な
ど
、
岸
和
田
市
の
産
業
を
再
び
活

性
化
さ
せ
る
た
め
の
、
数
々
の
産
業

振
興
ゾ
ー
ン
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
未
来
へ
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
も

あ
り
、
快
適
に
働
け
る
施
設
と
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
、
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
を
持
っ
た
事
業
と
し
て

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

FILCOT®(フィルコット)

繊維産業が盛んな岸和田で、同社
が開発したのが経糸の長短複合織物

「FILCOT®」。ふくらみやドライ感を持
ちながら、フィット性やしなやかさを兼
ね備えた織物で、世界の一流ブランド
にもその品質が認められている。 鏡板の製造工場

ぼ
う  

せ
き

れ
ん   

が

め
ん 

か

み
ん 

じ
ゅ

かがみ  いた

おり   もの

け
ん      

い
ん

れ
ん
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会
議
事
堂
や
、
同

志
社
女
子
大
学
ジ
ェ
ー
ム
ズ
館
な
ど
、

今
も
日
本
各
地
に
残
って
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
煉
瓦
産
業
と
並
ん
で
岸
和

田
を
代
表
し
た
近
代
産
業
が
紡
績
産

業
で
す
。
明
治
27
年（
1
8
9
4
）、
寺

田
甚
与
茂
は
、
最
新
の
紡
織
の
機
械
技

術
と
大
量
の
綿
花
を
輸
入
し
、
岸
和
田

紡
績
株
式
会
社
を
設
立
。
日
本
有
数

の
大
企
業
に
成
長
さ
せ
ま
し
た
。

　岸
和
田
の
煉
瓦
・
紡
績
産
業
の
発
展

は
大
阪
全
体
の
近
代
化
を
支
え
、
泉
州

を
含
む
大
阪
湾
沿
岸
部
の
一
大
工
業
地

帯
は
、
産
業
革
命
で
世
界
の
綿
工
業
の

中
心
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
に
た

と
え
ら
れ「
東
洋
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
」と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「東洋一の木材工業集積地」をめざして昭和41年（1966）に完成した木材コンビナート。総面積200ヘ
クタールを超え最盛期には多くの合板工場が並び、貯木場には南洋材の丸太がびっしりと浮かんでいま
した。しかし昭和50年代以降から徐々に利用率が低下。そこで、この土地を「日本の未来をリードする
先端産業創造空間」とすることをめざし、関係機関と協議しています。

木材港地区 貯木場利活用ビジョン

が
牽
引
し
た

煉
瓦・紡
績近

代
化
産
業

岸
和
田
の

上／大正13年（1924）刊行
『岸和田要鑑』に掲載された岸
和田煉瓦の全景。当時5基の
窯と、土を運ぶ蒸気機関車の
トロッコがあった　
左／煉瓦を焼成（しょうせい）
していたホフマン窯

写真提供：
株式会社北海鉄工所

写真提供：ユニチカ株式会社

同社のカバー・スライドグラスを
使用した明治時代に造られた顕微鏡

阪神淡路大震災復興のシンボルとして、神戸市長田区に建てら
れた巨大な鉄人28号モニュメントも北海鉄工所が手掛けた

明治期に発展を遂げた岸和
田紡績の本社屋。昭和16年
（１９４１）大日本紡績株式会社
(日紡、のちのユニチカ)に吸
収合併された

岸
和
田

近
代
化
物
語

大
阪
の
産
業
の
発
展
を
リ
ー
ド
し
た

昭和49～53年（1974～1978）頃撮影平成19年（2007）撮影 昭和36年（1961）撮影

Ⓒ光プロ／ KOBE鉄人PROJECT2022Ⓒ光プロ／ KOBE鉄人PROJECT2022

出典：国土地理院撮影の空中写真

産業の発展とともに変貌するベイエリア産業の発展とともに変貌するベイエリア

煉
瓦
産
業
に
始
ま
り
、

紡
績
・
鉄
工
・
ガ
ラ
ス
レ
ン
ズ
な
ど
の
分
野
で

発
展
を
遂
げ
て
き
た
岸
和
田
市
の
産
業
。

そ
の
歴
史
と
、
今
も
世
界
に
誇
る
技
術
力
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　昭
和
16
年（
1
9
4
1
）、
太
平

洋
戦
争
が
開
戦
。
岸
和
田
ゆ
か
り
の

企
業
が
軍
需
産
業
へ
の
転
換
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
す
。
岸
和
田
紡
績
も
、

政
府
の
国
防
強
化
策
の
な
か
で
大
日

本
紡
績
に
吸
収
合
併
さ
れ
ま
し
た
。

終
戦
を
迎
え
る
と
、
G
H
Q
に
よ
る

財
閥
解
体
が
行
わ
れ
、
軍
需
産
業

は
急
速
に
衰
退
。
民
需
産
業
が
少

し
ず
つ
再
生
し
始
め
る
な
か
、
岸
和

田
で
は
昭
和
23
年（
1
9
4
8
）に
、

中
小
企
業
が
力
を
合
わ
せ
て「
岸
和

田
商
工
会
議
所
」を
発
足
し
、
繊
維

業
と
貿
易
の
振
興
に
力
を
尽
く
し

ま
し
た
。

　昭
和
30
年
代
に
入
る
と
日
本
は
高

度
成
長
期
を
迎
え
ま
す
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
や
大
阪
万
国
博
覧
会

開
催
に
向
け
た
、
道
路
の
整
備
や
ビ

ル
の
建
設
な
ど
の
多
く
の
需
要
に
応
え

る
た
め
、
岸
和
田
で
も
沿
岸
部
の
埋

立
地
造
成
が
始
ま
り
工
業
地
帯
が

拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
昭
和
41
年

（
1
9
6
6
）に
は
、
臨
海
町
に
金
属

加
工
業
者
が
40
社
以
上
集
結
す
る
、

敷
地
約
10
万
坪
の
大
阪
鉄
工
金
属
団

地
が
作
ら
れ
、
同
年
に
東
洋
一
の
木

材
工
業
集
積
地
を
め
ざ
し
た
巨
大
な

木
材
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
も
完
成
。
日
本
の

高
度
成
長
を
支
え
ま
し
た
。

　昭
和
後
期
か
ら
平
成
に
か
け
て
は
、

バ
ブ
ル
崩
壊
や
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の

輸
入
品
増
加
な
ど
の
影
響
を
受
け
て

全
国
的
に
景
気
が
低
迷
。
岸
和
田
市

か
ら
も
大
企
業
が
次
々
と
撤
退
し
て

い
く
な
ど
、
経
済
の
成
長
・
拡
大
路
線

は
一
旦
歯
止
め
が
か
か
り
ま
す
。
し

か
し
近
年
は
、
企
業
の
誘
致
な
ど
を

図
る
沿
岸
部
埋
立
地
の
「
阪
南
2
区

（
ち
き
り
ア
イ
ラ
ン
ド
）」
と
、
丘
陵

エ
リ
ア
の
「
ゆ
め
み
ヶ
丘
岸
和
田
（
⬇

未
来
へ
繋
ぐ

の
整
備
へ

産
業
地
帯

未
来
へ
繋
ぐ

明治37年（1904）、国内初の「カバー・スライド
グラス」を製造。現在もその販売シェアは国内
約65％を占める。ほかにも同
社では光電子精密ガラスなど多
様な精密加工ガラスを製造し、
グローバルに展開。

顕微鏡用グラス
松浪硝子（まつなみがらす）工業株式会社・
八阪町

織物辰巳織布（たつみしょくふ）
株式会社・上松町

「鏡板」とは鏡餅の形状に似た鉄の特殊形状部材
で、発電所・宇宙ロケットなど多様な分野の圧
力容器関連機器に欠かせない必需品。昭和36
年（1961）に、当時世界に類のなかった鏡板製
造装置を北海鉄工所が開発し、現在もそのパイ
オニアとして活躍している。

鏡板
株式会社北海（ほっかい）鉄工所・臨海町

海外用
スライドグラス

これまでの沿岸部の歴史

岸和田市と忠岡町にまたがって立地する木材コンビ
ナート。将来の発展に向け、令和3年（2021）利活
用検討会が立ち上げられた

ベイエリア開発が、未来の産業を育む 

岸和田先端技術
の数 ！々

が誇る
世界ブランド

岸和田煉瓦製のレンガの多くに「×（ク
ロス）」の印があるのは、創業者の山
岡がキリスト教信者だったからともい
われる。岸和田市内にもモニュメント
として保存されたレンガ塀が残る

右／昭和45年（1970）
頃の鉄工所の様子
下／昭和63年（1988）
に、臨海埋立地への水
害を最小限にとどめる
ため建設された「岸和田
水門」

た
だ
か
た

じ
ゅ
さ
ん

よ   

ぎ

じ
ん 

よ  

も
よ
う
ぎ
ょ
う

は
か

P
52
）」
の
開
発
、「
木
材
港
地
区 

貯

木
場
利
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
」（
⬇
下
記
）

な
ど
、
岸
和
田
市
の
産
業
を
再
び
活

性
化
さ
せ
る
た
め
の
、
数
々
の
産
業

振
興
ゾ
ー
ン
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
未
来
へ
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
も

あ
り
、
快
適
に
働
け
る
施
設
と
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
、
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
を
持
っ
た
事
業
と
し
て

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

FILCOT®(フィルコット)

繊維産業が盛んな岸和田で、同社
が開発したのが経糸の長短複合織物

「FILCOT®」。ふくらみやドライ感を持
ちながら、フィット性やしなやかさを兼
ね備えた織物で、世界の一流ブランド
にもその品質が認められている。 鏡板の製造工場

ぼ
う  

せ
き

れ
ん   

が

め
ん 

か

み
ん 

じ
ゅ

かがみ  いた

おり   もの

け
ん      

い
ん

れ
ん

　

  

が

ぼ
う      

せ
き

たて いと

ごう はん

29 28

岸和田の

むかしいま

岸和田の

むかしいま

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2



井坂さんは平成29年（2017）に黄綬褒章を
受章。奈良県にある「三輪明神」への毎月
1日の参拝を欠かさないそう。岸和田のお気
に入りは「酒蔵から眺める山々の風景」だとか

田中社長は、市制施行90周年の際に岸和田市で行われた『NHK
のど自慢』にも出場。おもに販売や広報を担当し、弟の専務・田
中美志樹（よしき）さんが製造現場をまとめている

木桶を使い米を蒸す工程は
200年変わらない。酒造りに
必要な酵母や菌は生き物のた
め変化が常。五感で見極める
人間の力が欠かせないそう
（撮影：津末良昭さん）

岸和田にちなんだ「だんじり」や、「六甲お
ろし」などの銘柄も揃う。昔、岸和田の酒
は氏神様に供えたあと、残った分を地元で
楽しむものだった

昭和中頃、春木旭町にあった「田中家具製作所」の
店頭風景

桐の中のアクを抜くため、
雨にあてては乾かす「自然乾
燥」を徹底し2～3年の時間
をかける。銀灰色の木肌に
なるとアクが抜けたサイン。
大正時代から変わらぬ大変
な労力と時間が必要な工程

田中家具製作所は、そ
の家具の美しさと技術
で、皇室・高円宮家の
婚礼家具の桐箪笥の制
作も担当。岸和田市の
ふるさと納税の返礼品
としても多彩な品々を
出品している

岸
和
田
の
地
酒
を
造
り
続
け
た
い
。

地
元
の
人
々
に
ず
っ
と
愛
さ
れ
る

　
　
い

　
　
　
さ
か

　
　
　
し
ゅ

　
　ぞう

　
　
じ
ょ
う

井
坂
酒
造
場 

〈
稲
葉
町
〉

守
り
伝
承
す
る
の
が
我
々
の
使
命
で
す
。

泉
州
桐
箪
笥
は
岸
和
田
の
誇
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　なか

　
　
　
か

　
　
　
ぐ

　
　
　
せ
い

　
　
　
さ
く

　
　じょ

株
式
会
社

田
中
家
具
製
作
所 

〈
荒
木
町
〉

最高級の桐材を使用した岸和田を代表する伝統工芸家具。組み手の数
が多く、堅牢な作りと繊細な美しさを併せ持ち、密閉性、耐火性、調湿性、
防カビ・防虫性に大変すぐれている。写真は右戸から左戸へと螺鈿（ら
でん）や蒔絵（まきえ）が連なる同社自慢の逸品。

ほぼ地元で消費される希少な岸和
田の地酒として人気。「三輪福」の名
は、酒造りの神様を祭る「三輪明神」
から特別に使用を許されたそう。山
田錦を50％精米して使用していて、
豊かなコクと軽い甘さ、フルーティー
な香りがあり、余韻を楽しめる。

じゅん   まい    だい    ぎん    じょう

純米大吟醸 
    み       わ        ふく

三輪福 米の華

  はつ     ね

初音の家具 
大阪泉州総桐箪笥

PICK UPPICK UP逸品

PICK UPPICK UP逸品

創業から創業から

204年204年
since1818
since1818

　創業
は
江
戸
時
代
の
文
政
元
年（
1
8
1
8
）

な
の
で
、
2
0
0
年
以
上
、
技
術
と
体
力
が
必

要
な「 

か
ん 

づ
く 

寒
造
り
」と
い
う
昔
な
が
ら
の
製
法
で
の

じ
ょ
う醸

 

ぞ
う 造
を
続
け
て
い
ま
す
。
昔
、
岸
和
田
は
米
が
よ
く

と
れ
て
、
そ
の
米
を
使
っ
た
酒
造
り
が
盛
ん
で
し

た
。
平
成
の
中
頃
ま
で
は
毎
年
秋
に
な
る
と
、
兵

庫
県
の 

た
じ
ま 

但
馬
な
ど
か
ら 

と
う
じ 

杜
氏（
＝
酒
造
り
の
職
人
）

の
皆
さ
ん
が
集
団
で
岸
和
田
を
訪
れ
て
春
ま
で
住

み
込
み
で
酒
造
り
を
行
っ
て
い
た
ん
で
す
。
し
か

し
、
高
齢
化
や
継
承
者
問
題
な
ど
か
ら
、
そ
の

形
は
消
え
、
岸
和
田
に
多
数
あ
っ
た
酒
蔵
が

へ
い
ぞ
う

閉
蔵

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
う
ち
で
は
息
子
や
地
元
の

若
者
た
ち
が
、
伝
統
を
絶
や
し
た
く
な
い
と
い
う

思
い
や
酒
造
り
の
技
を
継
承
し
て
く
れ
た
の
で
、

と
て
も
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　岸和
田
の
地
酒
は
希
少
で
す
。
ぜ
ひ
進
物
用
に

も
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
し
、
何
よ
り
こ
れ

か
ら
も
、
地
元
の
方
々
に
大
切
な
日
に
楽
し
く
飲

ん
で
ほ
し
い
で
す
。

創業から創業から

103年103年
since1919
since1919

全国新酒鑑評会で金賞受賞歴を持つ

❖ 

十
代
目
蔵
主

　
井
坂
佳
嗣
さ
ん

い

　
さ
か
よ
し
つ
ぐ

❖ 

三
代
目 

代
表
取
締
役
社
長

　
田
中
由
紀
彦
さ
ん

た  

な
か   

ゆ   

き   

ひ
こ

泉
州
桐
箪
笥
」は
伝
統
工
芸
品
と
し
て
国
に
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　私は「
岸
和
田
と
い
え
ば
桐
の
箪
笥
」と
い
う
文

化
を
守
り
た
い
。
桐
の
箪
笥
は
、
汚
れ
た
り 

い
た 傷
ん

で
も
伝
統
の
手
法
で「
洗
い
替
え（
＝
修
復
）」す
れ

ば
、
新
品
同
様
に
蘇
っ
て
次
世
代
に
も
受
け
継
い

で
い
た
だ
け
る
家
具
で
す
。
S
D
G
s
が
う
た
わ

れ
る
昨
今
。
モ
ノ
を
大
切
に
使
い
続
け
る
こ
と
の

す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

よ
み
が
え

　当社
は
岸
和
田
で
大
正
8
年（
1
9
1
9
）に

創
業
し
、
以
降
1
0
0
年
間
、
材
木
選
び
、
製

材
法
、
組
み
手
加
工
、
蝶
番
の
両
掘
り
、
密
閉
度
、

強
度
、
精
巧
な
美
し
さ
な
ど
に
こ
だ
わ
る

き
り 

だ
ん

　す 

桐
箪
笥

作
り
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
伝
統
工
芸

士
5
名
が
所
属
し
製
造
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　日本
で
最
初
に
桐
の
箪
笥
が
広
ま
っ
た
の
は
江

戸
時
代
中
・
後
期
の
大
阪
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

着
物
を
大
切
に
保
管
で
き
る
収
納
具
と
し
て
重
宝

さ
れ
、
婚
礼
家
具
の
代
表
格
に
な
り
、
よ
り
上

等
の
桐
箪
笥
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
こ

の
大
阪
泉
州
に
は
一
大
産
地
が
形
成
さ
れ
ま
し

た
。
今
も
そ
の
品
質
は
全
国
に
知
ら
れ
、「
大
阪

ち
ょ
う
ば
ん（
ち
ょ
う
つ
が
い
）

創
業
か
ら

岸
和
田
で

創
業
か
ら
1
0
0
年
以
上
を
経
た
今
も
、

岸
和
田
で
活
躍
し
続
け
る
人
々
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
も
の
を

提
供
し
続
け
る
お
店
や
企
業
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
に
、
昔
か
ら
代
々
受
け
継
ぎ
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
や

岸
和
田
で
店
を
構
え
続
け
る
思
い
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

P.30

P.32

P.32

P.33

P.30

P.33

1
0
0
年
以
上
。

　

井坂酒造場

こ
の
店
、 あ
の
会
社

株式会社
田中家具製作所

御菓子司
小山梅花堂

株式会社 留河

御菓子司
岸和田風月堂

南宗味噌
株式会社

31 30

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

井坂さんは平成29年（2017）に黄綬褒章を
受章。奈良県にある「三輪明神」への毎月
1日の参拝を欠かさないそう。岸和田のお気
に入りは「酒蔵から眺める山々の風景」だとか

田中社長は、市制施行90周年の際に岸和田市で行われた『NHK
のど自慢』にも出場。おもに販売や広報を担当し、弟の専務・田
中美志樹（よしき）さんが製造現場をまとめている

木桶を使い米を蒸す工程は
200年変わらない。酒造りに
必要な酵母や菌は生き物のた
め変化が常。五感で見極める
人間の力が欠かせないそう
（撮影：津末良昭さん）

岸和田にちなんだ「だんじり」や、「六甲お
ろし」などの銘柄も揃う。昔、岸和田の酒
は氏神様に供えたあと、残った分を地元で
楽しむものだった

昭和中頃、春木旭町にあった「田中家具製作所」の
店頭風景

桐の中のアクを抜くため、
雨にあてては乾かす「自然乾
燥」を徹底し2～3年の時間
をかける。銀灰色の木肌に
なるとアクが抜けたサイン。
大正時代から変わらぬ大変
な労力と時間が必要な工程

田中家具製作所は、そ
の家具の美しさと技術
で、皇室・高円宮家の
婚礼家具の桐箪笥の制
作も担当。岸和田市の
ふるさと納税の返礼品
としても多彩な品々を
出品している

岸
和
田
の
地
酒
を
造
り
続
け
た
い
。

地
元
の
人
々
に
ず
っ
と
愛
さ
れ
る

　
　
い

　
　
　
さ
か

　
　
　
し
ゅ

　
　ぞう

　
　
じ
ょ
う

井
坂
酒
造
場 

〈
稲
葉
町
〉

守
り
伝
承
す
る
の
が
我
々
の
使
命
で
す
。

泉
州
桐
箪
笥
は
岸
和
田
の
誇
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　なか

　
　
　
か

　
　
　
ぐ

　
　
　
せ
い

　
　
　
さ
く

　
　じょ

株
式
会
社

田
中
家
具
製
作
所 

〈
荒
木
町
〉

最高級の桐材を使用した岸和田を代表する伝統工芸家具。組み手の数
が多く、堅牢な作りと繊細な美しさを併せ持ち、密閉性、耐火性、調湿性、
防カビ・防虫性に大変すぐれている。写真は右戸から左戸へと螺鈿（ら
でん）や蒔絵（まきえ）が連なる同社自慢の逸品。

ほぼ地元で消費される希少な岸和
田の地酒として人気。「三輪福」の名
は、酒造りの神様を祭る「三輪明神」
から特別に使用を許されたそう。山
田錦を50％精米して使用していて、
豊かなコクと軽い甘さ、フルーティー
な香りがあり、余韻を楽しめる。

じゅん   まい    だい    ぎん    じょう

純米大吟醸 
    み       わ        ふく

三輪福 米の華

  はつ     ね

初音の家具 
大阪泉州総桐箪笥

PICK UPPICK UP逸品

PICK UPPICK UP逸品

創業から創業から

204年204年
since1818
since1818

　創業
は
江
戸
時
代
の
文
政
元
年（
1
8
1
8
）

な
の
で
、
2
0
0
年
以
上
、
技
術
と
体
力
が
必

要
な「 

か
ん 

づ
く 

寒
造
り
」と
い
う
昔
な
が
ら
の
製
法
で
の

じ
ょ
う醸

 

ぞ
う 造
を
続
け
て
い
ま
す
。
昔
、
岸
和
田
は
米
が
よ
く

と
れ
て
、
そ
の
米
を
使
っ
た
酒
造
り
が
盛
ん
で
し

た
。
平
成
の
中
頃
ま
で
は
毎
年
秋
に
な
る
と
、
兵

庫
県
の 

た
じ
ま 

但
馬
な
ど
か
ら 

と
う
じ 

杜
氏（
＝
酒
造
り
の
職
人
）

の
皆
さ
ん
が
集
団
で
岸
和
田
を
訪
れ
て
春
ま
で
住

み
込
み
で
酒
造
り
を
行
っ
て
い
た
ん
で
す
。
し
か

し
、
高
齢
化
や
継
承
者
問
題
な
ど
か
ら
、
そ
の

形
は
消
え
、
岸
和
田
に
多
数
あ
っ
た
酒
蔵
が

へ
い
ぞ
う

閉
蔵

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
う
ち
で
は
息
子
や
地
元
の

若
者
た
ち
が
、
伝
統
を
絶
や
し
た
く
な
い
と
い
う

思
い
や
酒
造
り
の
技
を
継
承
し
て
く
れ
た
の
で
、

と
て
も
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　岸和
田
の
地
酒
は
希
少
で
す
。
ぜ
ひ
進
物
用
に

も
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
し
、
何
よ
り
こ
れ

か
ら
も
、
地
元
の
方
々
に
大
切
な
日
に
楽
し
く
飲

ん
で
ほ
し
い
で
す
。

創業から創業から

103年103年
since1919
since1919

全国新酒鑑評会で金賞受賞歴を持つ

❖ 

十
代
目
蔵
主

　
井
坂
佳
嗣
さ
ん

い

　
さ
か
よ
し
つ
ぐ

❖ 

三
代
目 

代
表
取
締
役
社
長

　
田
中
由
紀
彦
さ
ん

た  

な
か   

ゆ   

き   

ひ
こ

泉
州
桐
箪
笥
」は
伝
統
工
芸
品
と
し
て
国
に
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　私は「
岸
和
田
と
い
え
ば
桐
の
箪
笥
」と
い
う
文

化
を
守
り
た
い
。
桐
の
箪
笥
は
、
汚
れ
た
り 

い
た 傷
ん

で
も
伝
統
の
手
法
で「
洗
い
替
え（
＝
修
復
）」す
れ

ば
、
新
品
同
様
に
蘇
っ
て
次
世
代
に
も
受
け
継
い

で
い
た
だ
け
る
家
具
で
す
。
S
D
G
s
が
う
た
わ

れ
る
昨
今
。
モ
ノ
を
大
切
に
使
い
続
け
る
こ
と
の

す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

よ
み
が
え

　当社
は
岸
和
田
で
大
正
8
年（
1
9
1
9
）に

創
業
し
、
以
降
1
0
0
年
間
、
材
木
選
び
、
製

材
法
、
組
み
手
加
工
、
蝶
番
の
両
掘
り
、
密
閉
度
、

強
度
、
精
巧
な
美
し
さ
な
ど
に
こ
だ
わ
る

き
り 

だ
ん

　す 

桐
箪
笥

作
り
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
伝
統
工
芸

士
5
名
が
所
属
し
製
造
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　日本
で
最
初
に
桐
の
箪
笥
が
広
ま
っ
た
の
は
江

戸
時
代
中
・
後
期
の
大
阪
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

着
物
を
大
切
に
保
管
で
き
る
収
納
具
と
し
て
重
宝

さ
れ
、
婚
礼
家
具
の
代
表
格
に
な
り
、
よ
り
上

等
の
桐
箪
笥
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
こ

の
大
阪
泉
州
に
は
一
大
産
地
が
形
成
さ
れ
ま
し

た
。
今
も
そ
の
品
質
は
全
国
に
知
ら
れ
、「
大
阪

ち
ょ
う
ば
ん（
ち
ょ
う
つ
が
い
）

創
業
か
ら

岸
和
田
で

創
業
か
ら
1
0
0
年
以
上
を
経
た
今
も
、

岸
和
田
で
活
躍
し
続
け
る
人
々
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
も
の
を

提
供
し
続
け
る
お
店
や
企
業
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
に
、
昔
か
ら
代
々
受
け
継
ぎ
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
や

岸
和
田
で
店
を
構
え
続
け
る
思
い
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

P.30

P.32

P.32

P.33

P.30

P.33

1
0
0
年
以
上
。

　

井坂酒造場

こ
の
店
、 あ
の
会
社

株式会社
田中家具製作所

御菓子司
小山梅花堂

株式会社 留河

御菓子司
岸和田風月堂

南宗味噌
株式会社

31 30

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2



創業から創業から

120年120年
since1902
since1902

25歳で店を継ぎ現在35歳の
竹内さん。「受け継ぐ和菓子」
と「まだ岸和田にない和菓子」
を常に考え、SNSなどでの発
信にも力を注ぐ

幼少期から岸和田で桐に囲まれて過ごした
留河さん。開発した「桐糸」で高い吸水性・
通気性を持つ帽子・Tシャツなども展開。
独自の発想力で多くの業界と連携を図る

桐の端材をパウダー状にして和紙に練り込んだ
「桐和紙」や「防虫調湿シート」を開発。その後
約9年の期間をかけ「桐糸」へ展開

江戸時代、町奉行所が、
小山梅花堂の創業者・
藤兵衛とその息子の安
之助を「人柄よく、仕事
熱心」との理由で表彰、
褒美を授ける旨を記した
書状が残る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
め

　
　　
か
わ

株
式
会
社

留
河 

〈
大
町
〉

ホロホロとほぐれる食感が雨のよう
と、岸和田城主が「時雨（しぐれ）」と
命名したそう。岸和田では「むらさめ」
という名でも呼ばれる菓子。

  たま        しぐれ　　　　　しら　たま　　 しぐれ

玉時雨・白玉時雨
PICK UPPICK UP逸品

泉州留河桐製米びつ
PICK UPPICK UP逸品

岸和田銘菓。小豆・
米粉・砂糖を合わせ裏ごしし、そぼろにして蒸し上げた
棹（さお）菓子。岸和田城主に献上していた頃と変わら
ない、もちっとした食感と控えめな甘さが特長。

梅花むらさめ
PICK UPPICK UP逸品

創業から創業から

183年183年
since1839
since1839

　大
正
元
年（
1
9
1
2
）に
創
業
し
、
二
代
目

留
河
栄
が
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
章
す
る
な
ど
、

岸
和
田
の
桐
箪
笥
店
の
老
舗
と
し
て
数
々
の
栄
誉

に
あ
ず
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
が
代
表
に
な
っ

た
頃
、
桐
箪
笥
の
市
況
は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
お

り
、長
年

つ
ち
か培

っ
て
き
た
技
術
と
知
識
を
生
か
し
て
、

時
代
に
即
し
た
新
し
い
事
業
展
開
は
で
き
な
い
か

と
模
索
し
続
け
た
ん
で
す
。
そ
し
て
長
い
企
画
期

間
を
経
て
、
桐
の
調
湿
・
防
虫
性
な
ど
の
特
性

を
生
か
し
た「
桐
製
米
び
つ
」や
、
新
素
材「
桐
和

紙
」「
桐
糸
」を
開
発
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
近
年
は
、

企
業
や
小
学
校
な
ど
へ
の
桐
の
植
林
活
動
に
も
着

手
し
ま
し
た
。桐
は
二
酸
化
炭
素
を
多
く
吸
収
し
、

成
長
が
早
く
育
つ
姿
を
楽
し
め
ま
す
。
多
く
の

方
々
が
桐
に
親
し
み
、
岸
和
田
の
桐
製
品
を
見
直

す
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　こ

　
　
　
や
ま

　
　ばい

　
　
　
か

　
　
　
ど
う

御
菓
子
司

小
山
梅
花
堂 〈
本
町
〉

し
ぶ
た
に
ゆ
き  

こ

❖ 

渋
谷
幸
子
さ
ん

　当
店
は
天
保
10
年（
1
8
3
9
）に
今
と
同
じ

岸
和
田
城
近
く
で
創
業
し
、
岸
和
田
岡
部
藩
の

 

ご

よ
う 

御
用

 

 

か 

し 

菓
子

 

つ
か
さ司

を
務
め
ま
し
た
。
初
代
の
名
が
板

屋
藤
兵
衛
だ
っ
た
の
で
、
今
も
名
残
で「
板
藤
さ

ん
」と
呼
ん
で
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
す
。
現
在
、

 

こ

や
ま 

小
山

 

け
い
い
ち

啓
一
が
七
代
目
で
す
。
お
茶
席
へ
の
お
届
け

な
ど
、
古
く
か
ら
の
常
連
様
も
多
く
、
岸
和
田

城
へ
上
納
し
て
い
た
頃
と
変
わ
ら
ぬ
味
と
、
季
節

に
応
じ
た
新
し
い
お
菓
子
の
提
供
に
精
進
す
る

日
々
で
す
。

　実
は
平
成
に
入
っ
て
、
火
災
で
工
房
と
店
の
一

部
が
焼
失
し
、
閉
店
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
工
房
を
貸
し
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
と

て
も
多
く
の
方
々
に
温
か
く
支
え
て
い
た
だ
き
、

長
い
道
の
り
で
し
た
が
店
と
工
房
を
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
ん
で
す
。
皆
様
へ
の
感
謝
の
思
い
を
、

こ
の
先
も
御
菓
子
に
込
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
し

　
　
　
わ

　
　
　だ

　
　
　
ふ
う

　
　
　
げ
つ

　
　
　
ど
う

　

御
菓
子
司

岸
和
田
風
月
堂 

〈
本
町
〉

　当
店
は
明
治
35
年（
1
9
0
2
）に「
竹
内
商

店
」と
し
て
創
業
し
、
そ
の
後
三
代
目
店
主
が「
東

京
凮
月
堂
」で
修
業
し
て
の
れ
ん
分
け
を
許
さ
れ
、

岸
和
田
に
戻
っ
て
昭
和
40
年（
1
9
6
5
）に「
凮

月
堂
」と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昭
和
50

年（
1
9
7
5
）に
は
、〝
も
っ
と
岸
和
田
の
方
々

に
愛
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
〞と
の
思
い
か
ら

「
岸
和
田
」を
加
え
て
、
現
在
の「
岸
和
田
風
月
堂
」

に
屋
号
を
改
め
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　和
菓
子
店
な
の
に
、
祖
父（
三
代
目
）は
、
要

望
が
あ
れ
ば
近
所
の
子
ど
も
た
ち
に
バ
ー
ス
デ
ー

ケ
ー
キ
を
作
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
私
も
同
じ

よ
う
に
地
元
の
方
々
と
の
心
の
交
流
を
大
切
に
し

た
い
で
す
。
伝
統
の
味
を
守
り
つ
つ
、
お
店
に
入

る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
創
作

和
菓
子
に
も
挑
戦
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

昭和中頃の小山梅
花堂。創業時から
現在まで変わらず
岸和田城にほど近
い紀州街道沿いに
店を構える

岸和田市民の「御用達」ともいえる老舗を
支える七代目店主の職人・小山啓一さん
とお姉様の渋谷幸子さん。おふたりとも
桜の季節の岸和田城が大好きだそう

岸
和
田
の
方
々
の
日
常
を
彩
る

温
か
み
の
あ
る
和
菓
子
店
で
い
た
い
で
す
。

代々受け継がれて
いる岸和田市の市
章が彫られた生菓
子作り用の木型

色とりどりの生菓子。
季節に合わせて頻繁
に内容が変わるそう

創業から創業から

110年110年
since1912
since1912 岸

和
田
か
ら
世
に
広
め
た
い
で
す
。

「
桐
」の
持
つ
す
ば
ら
し
い
特
性
を

昭和50年代初頭、現在と同じ地にあった
大阪和泉泉南線沿いの「留河タンス店」の
前で撮影された留河さん思い出の一枚

泉州桐箪笥を作ってきた伝統
工芸士が作る桐製米びつ。
桐以外の素材を使わず、お
米一合分を簡単に計量でき
る独自設計。気密性、防虫
効果、調湿機能を持ち、お
米のおいしさを守ってくれる。

楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

岸
和
田
城
主
が
愛
し
た
御
菓
子
の
味
を

❖ 

四
代
目 

代
表
取
締
役
社
長

　
留
河 

昇
さ
ん

と
め
か
わ

　
の
ぼ
る

長年の岸和田市の産業振
興への貢献が称えられ、
平成24年（2012）岸和田
市と岸和田商工会議所よ
り表彰状が贈られた

❖ 

五
代
目
店
主

　
竹
内
健
治
さ
ん

た
け 

う
ち
け
ん   

じ

右から2番目が代表の南さん。インドネシア出身の夫が先代から技を引き
継ぎ製造を担当。スタッフの皆さんとともに伝統の味を守っている

厳選した国産米、大豆、天然塩を素材に、昔
ながらの製法にこだわった無添加の味噌。赤
味噌は大豆のコクがしっかり。白味噌は泉州
人好みの中甘口。

米糀赤味噌・特上白味噌
PICK UPPICK UP逸品

　なん

　
　
そ
う

　
　
　
み

　
　
　
　
そ

南
宗
味
噌
株
式
会
社 〈
今
木
町
〉

　初
代

み
な
み南

 

  

そ
う
し
ち

宗
七
が
、
慶
応
3
年（
1
8
6
7
）に

岸
和
田
の
筋
海
町
で

こ
う
じ糀

の
製
造
所
と
し
て
創
業

し
、
今
も
伝
統
の「
も
ろ 

ぶ
た 蓋

製
法
」で
糀
を
製
造

し
て
い
ま
す
。
店
内
に
は
糀
・
大
豆
・
天
然
塩
を

原
料
と
す
る
、
昔
な
が
ら
の
素
朴
な
味
の
味
噌
・

塩
糀
・
醤
油
糀
や
、
夏
季
限
定
の
泉
州
名
物
水

な
す
漬
な
ど〝
心
と
体
が
喜
ぶ
発
酵
食
品
〞を
多

く
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

　私
は
岸
和
田
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
、〝
大
好

き
な
地
元
の
味
を
広
め
た
い
〞と
い
う
思
い
で
、

「
手
造
り
味
噌
キ
ッ
ト
」を
販
売
し
た
り「
味
噌
造

り
体
験
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
味
噌
・

糀
・
地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
カ

フ
ェ
も
併
設
し
ま
し
た
。
昔
か
ら「
な
ん
そ
う
さ

ん
」と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
、
そ
の
ま
ま
店
名
は「
な
ん
そ
う
さ
ん
の

C
a
f
e
」に
。
こ
れ
か
ら
も
伝
統
の
味
を
守
り
、

皆
様
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

岸
和
田
唯
一
の
味
噌
処
と
し
て

心
を
込
め
て
伝
統
の
味
を
伝
え
た
い
。

創業から創業から

155年155年
since1867
since1867

味の決め手となる糀。米一粒一
粒に美しい“米の花”が咲くよう
“もろ蓋（ぶた）”という木製の箱
を使ったもろ蓋製法で愛情込め
て仕上げている

糀・天然塩・大豆も
個別に購入可能。自
宅で楽しむ「手造り味
噌キット」も揃う
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創業から創業から

120年120年
since1902
since1902

25歳で店を継ぎ現在35歳の
竹内さん。「受け継ぐ和菓子」
と「まだ岸和田にない和菓子」
を常に考え、SNSなどでの発
信にも力を注ぐ

幼少期から岸和田で桐に囲まれて過ごした
留河さん。開発した「桐糸」で高い吸水性・
通気性を持つ帽子・Tシャツなども展開。
独自の発想力で多くの業界と連携を図る

桐の端材をパウダー状にして和紙に練り込んだ
「桐和紙」や「防虫調湿シート」を開発。その後
約9年の期間をかけ「桐糸」へ展開

江戸時代、町奉行所が、
小山梅花堂の創業者・
藤兵衛とその息子の安
之助を「人柄よく、仕事
熱心」との理由で表彰、
褒美を授ける旨を記した
書状が残る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
め

　
　　
か
わ

株
式
会
社

留
河 

〈
大
町
〉

ホロホロとほぐれる食感が雨のよう
と、岸和田城主が「時雨（しぐれ）」と
命名したそう。岸和田では「むらさめ」
という名でも呼ばれる菓子。

  たま        しぐれ　　　　　しら　たま　　 しぐれ

玉時雨・白玉時雨
PICK UPPICK UP逸品

泉州留河桐製米びつ
PICK UPPICK UP逸品

岸和田銘菓。小豆・
米粉・砂糖を合わせ裏ごしし、そぼろにして蒸し上げた
棹（さお）菓子。岸和田城主に献上していた頃と変わら
ない、もちっとした食感と控えめな甘さが特長。

梅花むらさめ
PICK UPPICK UP逸品

創業から創業から

183年183年
since1839
since1839

　大
正
元
年（
1
9
1
2
）に
創
業
し
、
二
代
目

留
河
栄
が
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
章
す
る
な
ど
、

岸
和
田
の
桐
箪
笥
店
の
老
舗
と
し
て
数
々
の
栄
誉

に
あ
ず
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
が
代
表
に
な
っ

た
頃
、
桐
箪
笥
の
市
況
は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
お

り
、長
年

つ
ち
か培

っ
て
き
た
技
術
と
知
識
を
生
か
し
て
、

時
代
に
即
し
た
新
し
い
事
業
展
開
は
で
き
な
い
か

と
模
索
し
続
け
た
ん
で
す
。
そ
し
て
長
い
企
画
期

間
を
経
て
、
桐
の
調
湿
・
防
虫
性
な
ど
の
特
性

を
生
か
し
た「
桐
製
米
び
つ
」や
、
新
素
材「
桐
和

紙
」「
桐
糸
」を
開
発
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
近
年
は
、

企
業
や
小
学
校
な
ど
へ
の
桐
の
植
林
活
動
に
も
着

手
し
ま
し
た
。桐
は
二
酸
化
炭
素
を
多
く
吸
収
し
、

成
長
が
早
く
育
つ
姿
を
楽
し
め
ま
す
。
多
く
の

方
々
が
桐
に
親
し
み
、
岸
和
田
の
桐
製
品
を
見
直

す
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　こ

　
　
　
や
ま

　
　ばい

　
　
　
か

　
　
　
ど
う

御
菓
子
司

小
山
梅
花
堂 〈
本
町
〉

し
ぶ
た
に
ゆ
き  

こ

❖ 

渋
谷
幸
子
さ
ん

　当
店
は
天
保
10
年（
1
8
3
9
）に
今
と
同
じ

岸
和
田
城
近
く
で
創
業
し
、
岸
和
田
岡
部
藩
の

 

ご

よ
う 

御
用

 

 

か 

し 

菓
子

 

つ
か
さ司

を
務
め
ま
し
た
。
初
代
の
名
が
板

屋
藤
兵
衛
だ
っ
た
の
で
、
今
も
名
残
で「
板
藤
さ

ん
」と
呼
ん
で
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
す
。
現
在
、

 

こ

や
ま 

小
山

 

け
い
い
ち

啓
一
が
七
代
目
で
す
。
お
茶
席
へ
の
お
届
け

な
ど
、
古
く
か
ら
の
常
連
様
も
多
く
、
岸
和
田

城
へ
上
納
し
て
い
た
頃
と
変
わ
ら
ぬ
味
と
、
季
節

に
応
じ
た
新
し
い
お
菓
子
の
提
供
に
精
進
す
る

日
々
で
す
。

　実
は
平
成
に
入
っ
て
、
火
災
で
工
房
と
店
の
一

部
が
焼
失
し
、
閉
店
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
工
房
を
貸
し
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
と

て
も
多
く
の
方
々
に
温
か
く
支
え
て
い
た
だ
き
、

長
い
道
の
り
で
し
た
が
店
と
工
房
を
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
ん
で
す
。
皆
様
へ
の
感
謝
の
思
い
を
、

こ
の
先
も
御
菓
子
に
込
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
し

　
　
　
わ

　
　
　だ

　
　
　
ふ
う

　
　
　
げ
つ

　
　
　
ど
う

　

御
菓
子
司

岸
和
田
風
月
堂 

〈
本
町
〉

　当
店
は
明
治
35
年（
1
9
0
2
）に「
竹
内
商

店
」と
し
て
創
業
し
、
そ
の
後
三
代
目
店
主
が「
東

京
凮
月
堂
」で
修
業
し
て
の
れ
ん
分
け
を
許
さ
れ
、

岸
和
田
に
戻
っ
て
昭
和
40
年（
1
9
6
5
）に「
凮

月
堂
」と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昭
和
50

年（
1
9
7
5
）に
は
、〝
も
っ
と
岸
和
田
の
方
々

に
愛
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
〞と
の
思
い
か
ら

「
岸
和
田
」を
加
え
て
、
現
在
の「
岸
和
田
風
月
堂
」

に
屋
号
を
改
め
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　和
菓
子
店
な
の
に
、
祖
父（
三
代
目
）は
、
要

望
が
あ
れ
ば
近
所
の
子
ど
も
た
ち
に
バ
ー
ス
デ
ー

ケ
ー
キ
を
作
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
私
も
同
じ

よ
う
に
地
元
の
方
々
と
の
心
の
交
流
を
大
切
に
し

た
い
で
す
。
伝
統
の
味
を
守
り
つ
つ
、
お
店
に
入

る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
創
作

和
菓
子
に
も
挑
戦
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

昭和中頃の小山梅
花堂。創業時から
現在まで変わらず
岸和田城にほど近
い紀州街道沿いに
店を構える

岸和田市民の「御用達」ともいえる老舗を
支える七代目店主の職人・小山啓一さん
とお姉様の渋谷幸子さん。おふたりとも
桜の季節の岸和田城が大好きだそう

岸
和
田
の
方
々
の
日
常
を
彩
る

温
か
み
の
あ
る
和
菓
子
店
で
い
た
い
で
す
。

代々受け継がれて
いる岸和田市の市
章が彫られた生菓
子作り用の木型

色とりどりの生菓子。
季節に合わせて頻繁
に内容が変わるそう

創業から創業から

110年110年
since1912
since1912 岸

和
田
か
ら
世
に
広
め
た
い
で
す
。

「
桐
」の
持
つ
す
ば
ら
し
い
特
性
を

昭和50年代初頭、現在と同じ地にあった
大阪和泉泉南線沿いの「留河タンス店」の
前で撮影された留河さん思い出の一枚

泉州桐箪笥を作ってきた伝統
工芸士が作る桐製米びつ。
桐以外の素材を使わず、お
米一合分を簡単に計量でき
る独自設計。気密性、防虫
効果、調湿機能を持ち、お
米のおいしさを守ってくれる。

楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

岸
和
田
城
主
が
愛
し
た
御
菓
子
の
味
を
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ぼ
る

長年の岸和田市の産業振
興への貢献が称えられ、
平成24年（2012）岸和田
市と岸和田商工会議所よ
り表彰状が贈られた
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右から2番目が代表の南さん。インドネシア出身の夫が先代から技を引き
継ぎ製造を担当。スタッフの皆さんとともに伝統の味を守っている

厳選した国産米、大豆、天然塩を素材に、昔
ながらの製法にこだわった無添加の味噌。赤
味噌は大豆のコクがしっかり。白味噌は泉州
人好みの中甘口。

米糀赤味噌・特上白味噌
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が
、
慶
応
3
年（
1
8
6
7
）に

岸
和
田
の
筋
海
町
で

こ
う
じ糀

の
製
造
所
と
し
て
創
業

し
、
今
も
伝
統
の「
も
ろ 

ぶ
た 蓋

製
法
」で
糀
を
製
造

し
て
い
ま
す
。
店
内
に
は
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・
大
豆
・
天
然
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を
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と
す
る
、
昔
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の
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な
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の
味
噌
・

塩
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・
醤
油
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や
、
夏
季
限
定
の
泉
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名
物
水

な
す
漬
な
ど〝
心
と
体
が
喜
ぶ
発
酵
食
品
〞を
多

く
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

　私
は
岸
和
田
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
、〝
大
好

き
な
地
元
の
味
を
広
め
た
い
〞と
い
う
思
い
で
、

「
手
造
り
味
噌
キ
ッ
ト
」を
販
売
し
た
り「
味
噌
造

り
体
験
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
味
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・

糀
・
地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
カ

フ
ェ
も
併
設
し
ま
し
た
。
昔
か
ら「
な
ん
そ
う
さ

ん
」と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
、
そ
の
ま
ま
店
名
は「
な
ん
そ
う
さ
ん
の

C
a
f
e
」に
。
こ
れ
か
ら
も
伝
統
の
味
を
守
り
、

皆
様
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
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て
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。

創業から創業から

155年155年
since1867
since1867

味の決め手となる糀。米一粒一
粒に美しい“米の花”が咲くよう
“もろ蓋（ぶた）”という木製の箱
を使ったもろ蓋製法で愛情込め
て仕上げている

糀・天然塩・大豆も
個別に購入可能。自
宅で楽しむ「手造り味
噌キット」も揃う
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